
資料１

第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画進捗管理シート 量の見込みと確保の内容の対象施策

「第４章　施策の展開」 コロナ禍の影響によるもの

基本目標１　地域における子ども・子育て支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁

1
ファミリー・サ
ポート・センター
の運営

利用者数
（人）

5,451 3,298 6,030 6,050

会員数：3,463人
年2回広報誌での会員募集を行いました。そのう
ち1回は特集を組んでファミリー･サポート・セン
ターの相互援助活動を周知するとともに、両方会
員の獲得に努めました。

引き続き、広報を通じて制度の周知や会員の確
保に努め、事業の拡充を図ります。

子育て支援課
39
66
67

2
ショートステイ
の充実

利用延べ
日数（日）

27 19 40 40

9施設ならびに5人の養育者と契約し、提供体制
を整えました。
いずれも出産に伴う入院により養育ができなく
なったケースで、2人の児童については養育者、
1人の児童については児童養護施設への入所に
より、延べ19日間の支援を行いました。

委託先の児童養護施設や養育者と連携を図りな
がら、保護者の利用希望に対応していきます。

子育て推進課
39
65

3
臨時保育室（カ
ンガルールー
ム）の設置

設置事業
数

123 29 120 160
新型コロナウイルスの影響で中止やオンライン
開催となる講演会や講座が多かったため、設置
する機会が減少しました。

感染症対策を実施した上で事業を継続し、関係
機関に周知することで、講演会や講座開催時の
利用の促進を図ります。

子育て支援課 39

4
訪問サポートに
よる支援

訪問人数
（人）

40 37 80 100
4か月健診で事業内容の周知及び利用勧奨を行
いました。また、事例検討会を開催し、ニーズに
即した支援を実施できるよう努めました。

引き続き、事業内容の周知徹底及びサポート内
容を随時精査し、ニーズに即した支援を実施で
きるようにするとともに、潜在的な要支援者に対
しても事業利用を積極的に勧奨していきます。

子育て支援課 39

5
地域における
子育ての支援

来所者数
（人）

148,076 42,812 166,600 167,000

・父親向けの「パパも一緒の子育て講座」を4回
実施。また毎月主に第4土曜日に「おとうさんと遊
ぼうDAY」を実施しました。
・若年層の母親向けに「若いママのための手作り
玩具」の講座を継続的に実施し、子育てサーク
ルまでには至らなかったが仲間作りには発展し
ました。
・祖父母向けの子育て講座を開催し、祖父母の
積極的な子育ての参加を促しました。
・育児おしゃべり会を年3回（6回講座）から年4回
（5回講座）に変更し、より参加しやすいよう変更
しました。

・若年層の母親向けの「若いママのための手作
り玩具」（中央）、中年層の母親向けの「アラ
フォーママのおしゃべりサロン」（南部・北部）を実
施し、更なる充実及び仲間作りのためのサーク
ル育成を目指します。
・父親向けに毎月主に第4土曜日に「おとうさんと
いっしょに遊ぼうDAY」や「パパの一緒の子育て
講座」、祖父母、父母子と3世代向けの子育て講
座を開催し、父親や祖父母へ遊びの提案や世代
間同士の円満な子育て参加を促します。

子育て支援課
39
65

6
ブックスタート
の普及

絵本の配
付率（％） 94 100 100 100

4か月健康診査の際、保育士による「おすすめ絵
本」の紹介と読み聞かせを行うとともに、おすす
め絵本1冊とブックスタートのリーフレットを提供
し、絵本を介した親子のふれあいの大切さを伝
えていきました。

引き続き、月に3回実施している4か月児健康診
査の際、保育士による「おすすめ絵本」の紹介と
読み聞かせを行います。また、保護者にあらかじ
め配付してあったブックスタート引き換え券を
持ってきてもらい、おすすめ絵本1冊とブックス
タートのリーフレットを提供し、絵本を介した親子
のふれあいの大切さを伝えていきます。

子育て支援課 39

施　　　策 内　　　容

１－１
多様な
子ども・
子育て
支援
サービス
の提供

育児の援助をしてほしい人と援助をした
い人が会員になって助け合うファミリー・
サポート・センターを運営します。講習
会、交流会などを開催し、援助に必要な
知識・技術を高め、会員同士の親睦を図
ります。

保護者が傷病等により、家庭における児
童の養育が一時的に困難となった場合
に、県内の委託施設などで一定期間養育
を行うショートステイの充実を図ります。

子育て中の親が、社会活動・学習活
動などに参加できるよう、各種講座、
イベント、市議会などの開催時、託児
サポーターが保育を行う臨時保育室
（カンガルールーム）を引き続き設置し
ます。

育児に関する悩み等を傾聴するなど、支
援を希望する家庭に訪問員を派遣し、母
親の不安軽減を図ります。また、地域の
子育て支援に関する情報提供等を行うな
ど、他の子育て支援サービスへのつなぎ
を行い、子育てにおける母親の孤立の防
止につなげます。

子育て支援センター等の地域子育て
支援拠点において、各種行事やイベ
ント、講座などを通して、親同士の交
流の場や、子育てに関する情報を提
供します。

4か月児健康診査の際、おすすめ絵
本の紹介を行います。また、図書館な
どでおすすめ絵本と読み聞かせ行事
のリーフレットを配布します。

コロナ禍以外による大幅な増減
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資料１

基本目標１　地域における子ども・子育て支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

7
おもちゃライブ
ラリーの充実

貸出件数
（件）

7,307 4,862 7,600 7,800

新型コロナウイルスのため子ども同士のふれあ
いは中止し、年齢にあった玩具を個々の親子に
紹介しました。また、4月～8月まで閉館、9月から
は人数制限、予約制で実施しました。

・おもちゃを通じた親子のふれあいを提案した
り、子どもの発達に合ったおもちゃを紹介するな
ど、貸し出しの充実を図ります。
・特別支援学校や児童発達支援施設（しげはら
園、ひかりっこ）等へのおもちゃライブラリーのPR
を行い、心身障害児への貸出の充実を図りま
す。

子育て支援課 39

8
おもちゃ病院の
運営

修理件数
（件）

1,215 1,311 1,500 1,600

交通児童遊園管理棟2階に拠点を置き、毎月第2
と第4の土曜日、日曜日に開院し、刈谷市及び周
辺地区の小学生以下の子どものおもちゃを対象
に、原則無料で「診断」としておもちゃの修理を行
いました。
また、夢と学びの科学体験館において年間20日
間簡単な無料工作の指導を行い（参加者1,321
人）、別途親子ものづくり教室として年2日（全4
回、参加者84組）の工作教室を開講しました。
（開院日数：43日、幼保出前修理活動：19日）

交通児童遊園管理棟2階に拠点を置き、毎月第2
と第4の土曜日、日曜日に開院し、刈谷市及び周
辺地区の小学生以下の子どものおもちゃを対象
に、原則無料で「診断」としておもちゃの修理を行
います。（年間54日開院予定）
また、夢と学びの科学体験館において年間24日
間簡単な無料工作の指導を行い、別途ものづく
り教室として年4日（全8回）の工作教室を開講し
ます。

子育て推進課 40

1
待機児童の解
消

待機児童
数（人）

11 4 0 0

民間保育所「ALL４KIDSナーサリースクール刈
谷」の新設により保育園の定員拡大を図り、待機
児童の解消に取り組みました。
公立保育園4園を段階的に乳児園へ移行を進め
るとともに、公立幼稚園の全園を認定こども園へ
移行しました。
待機児童は令和3年4月時点で4人です。

民間保育所「（仮称）YMCAしげはら保育園」の新
設により保育園の定員拡大を図り、待機児童の
解消に取り組みます。
公立保育園4園を段階的に乳児園へ移行を進め
ます。

子ども課 40

2

保育園・認定こ
ども園における
教育・保育の充
実

継続実施 継続 継続 継続 継続

子どもの望ましい生活の保障と保護者のニーズ
に対応した方策を研究し、教育内容・保育内容を
理解し合うための保育教諭の合同研修を11回実
施しました。新型コロナウイルスの影響により、
認定こども園と保育園の実地研修は実施できま
せんでした。

子どもの望ましい生活の保障と保護者のニーズ
に対応した方策を研究するとともに、幼保連携型
認定こども園教育・保育要領・保育所保育指針
等の内容を理解し合うための保育教諭の合同研
修を15回と、認定こども園と保育園の実地研修
を2回実施します。

子ども課 40

3
保育環境の充
実

継続実施 継続 継続 継続 継続

新型コロナウイルスの影響により慈友保育園の
大規模改造工事は延期しましたが、東刈谷保育
園の大規模改造設計業務委託を完了しました。
また、住吉幼児園の整備も完了し、保育環境の
向上に寄与しました。
さらに、保育環境の向上につながる教材研究の
時間確保のため、保育園と認定こども園の全園
で業務改善に取り組みました。

安全で安心な施設維持や保育環境の向上とし
て、慈友保育園の大規模改造工事を実施しま
す。
さらに、保育環境の向上につながる教材研究の
時間確保のため、保育園・認定こども園の全園
で業務改善に取り組みます。

子ども課 40

4
保育士・保育教
諭の人材発掘
と育成

実施回数
（回）

7 4 7 7

潜在保育士などの復帰支援研修や体験就業な
どを2回開催し、また、保育所就職支援フェアにも
出展し、会計年度任用職員の雇用に繋がりまし
た。
幼稚園教諭や保育士養成大学への訪問を2回実
施しました。

潜在保育士などの復帰支援研修や体験就業な
どを3回開催するとともに、幼稚園教諭や保育士
養成大学への訪問を4回実施します。

子ども課 40

１－２
幼児教
育・保育
の充実

0～2歳児の待機児童の解消を図るた
め、私立保育園の新設を支援します。
また、一部の公立保育園を0～2歳児
の受入れに特化した乳児園へ段階的
に移行するとともに、3～5歳児の受入
れ先の確保に向けて公立幼稚園を認
定こども園に移行します。

保育所保育指針や幼保連携型認定こ
ども園教育・保育要領を踏まえて、子
どもたちが豊かな体験をして個々の
発達を促すことができる質の高い教
育・保育を提供します。

安全で快適な施設を維持するための
計画的な改修等や事務改善を行いま
す。また、働き方の見直しや業務改善
に積極的に取り組み、保育士の教材
研究や準備を充実させることで、保育
環境の向上に努めます。

潜在保育士などの復帰支援研究の開
催や体験就業など、潜在的人材の発
掘と育成に努めます。

１－１
多様な
子ども・
子育て
支援
サービス
の提供

小学生以下の心身障害児や就学前
の幼児を対象におもちゃの貸出しを行
い、おもちゃを通じた親子のふれあい
の場、遊びの場を提供します。また、
障害がある子とのふれあいを大切に
し、交流の機会づくりに努めます。

刈谷おもちゃ病院において、シニア世
代の豊富な経験と知識、技術を活か
し、おもちゃの修理を通して、子どもた
ちに、ものを大切にする心・ものづくり
の楽しさを育みます。
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資料１

基本目標１　地域における子ども・子育て支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

5
保育人材の定
着

継続実施 継続 継続 継続 継続

園長研修会などで、時間内に仕事が効率的に進
むような取組や職員配置について情報交換を行
い、職員が働きやすい職場環境づくりの改善方
法を検討しました。

施設長などに対して、職員が働きやすい職場環
境づくりに関する研修を５回実施します。職員の
働き方について見直しをします。

子ども課 40

6

保育園・認定こ
ども園、小学
校、福祉関係
者の連携

開催回数
（回）

154 165 180 180

子どもたちの発達や学びの連続性を踏まえて、
保育園・認定こども園と小学校との中学校区生
活懇談会や幼保小連絡会等に参加し、連携を進
めました。また、福祉・医療などの関係機関と連
携して、早期からの発達についての相談・支援に
つなげるため、保育カウンセラーの巡回訪問を
165回実施しました。

子どもたちの発達や学びの連続性を踏まえて、
保育園・認定こども園と小学校との中学校区生
活懇談会や幼保小連絡会等に参加し、連携を進
めます。また、福祉・医療などの関係機関と連携
し、早期からの発達についての相談・支援につな
げるため、保育カウンセラーの巡回訪問を実施
します。

子ども課 40

7
ほのぼのルー
ムの充実

実施回数
（回）

313 272 330 330

認定こども園全園において、各園17回ほのぼの
ルームを実施しました。親子が気軽に遊び、触れ
合える場の提供や子育てに関する相談に応じる
など、積極的に子育て支援を行いました。

認定こども園全園で各月2回（5月～3月）ほのぼ
のルームを実施し、未就園児及びその保護者を
対象に、認定こども園の施設を開放するととも
に、子育て相談を行い、子育て支援を行います。

子ども課 40

8
園の運営に対
する評価・検証

継続実施 継続 継続 継続 継続

園における教育・保育の振り返りや子どもの育ち
に関する改善がＰＤＣＡサイクルで行われるよう、
子どもの育ちという観点からの自己評価を年２回
実施しました。また、認定こども園では全園で評
議員による外部評価を、また、保育園２園では第
三者機関による外部評価を実施しました。

園における教育・保育の振り返りや子どもの育ち
に関する改善がＰＤＣＡサイクルで行われるよ
う、子どもの育ちという観点からの自己評価を年
２回実施します。また、外部評価を認定こども園
全園と保育園２園で実施します。

子ども課 41

1
科学体験によ
る学びの場の
提供

入館者数
（人）

216,321 94,831 232,000 232,000

子ども達へ科学の楽しさを体験してもらうため、
普段学校ではできないような科学実験やサイエ
ンスショーを開催しました。
（【ラボ実験講座】土・日・祝・学校等の長期休み
期間　1日4～13講座程度、【サイエンスショー】
土・日・祝・学校等の長期休み期間　1日3回、【簡
単工作】毎日2種類）

子ども達へ科学の楽しさを体験してもらうため、
普段学校ではできないような科学実験やサイエ
ンスショーを開催します。
また、大学等の外部団体との連携を図り、魅力
ある講演会や講座などを開催します。

子育て推進課 41

2 児童館の充実
講座・行事
参加者数

（人）
4,930 2,355 5,000 5,100

（【児童館職員による講座】講座数：26件、参加者
数375人、【外部講師による講座】講座数：43件、
参加者数：1,585人【外部講師・児童館職員によ
る共同講座】講座数：12件、参加者数395人）
遊びや学びの機会づくりのため、工作等の自主
事業を積極的に行いました。また、児童館職員
のほか外部講師による企画を行い、季節や子ど
もの興味関心に応じた多様な講座・行事を開催
しました。

遊びや学びの機会づくりのため、工作等の自主
事業を積極的に行います。また、児童館職員の
ほか外部講師による企画を行い、季節や子ども
の興味関心に応じた多様な講座・行事を開催し
ます。

子育て推進課 41

１－３
児童館
運営の
充実

夢と学びの科学体験館において、科
学遊びや科学体験を楽しんだり、刈谷
のものづくりについて学ぶことにより、
未来を担う子どもたちの夢と学びの心
を育みます。

子どもや親子が、気軽に遊びや学習
の場として利用できるよう環境を整え
るとともに、多様な講座や行事を開催
します。

１－２
幼児教
育・保育
の充実

施設長などに対して、職員が働きやす
い職場環境づくりに関する研修を実施
します。

子どもたちの発達や学びの連続性を
踏まえて、保育園・認定こども園と小
学校との連携を進めます。また、福
祉・医療などの関係機関と連携して、
早期からの切れ目のない相談・支援
体制の充実を図ります。

未就園児及びその保護者を対象に、
遊び・交流・子育て相談の場として、
認定こども園の施設を開放します。

園における教育・保育の振り返りや子
どもの育ちに関する改善がＰＤＣＡサ
イクルで行われるよう、子どもの育ち
という観点からの自己評価、外部評価
に取り組みます。
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資料１

基本目標１　地域における子ども・子育て支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

1
地域における
子育ての支援

継続実施 継続 継続 継続 継続
発達に関すること、子どものふれあい方、お父さ
んも一緒の子育て講座など、様々なテーマで子
育てに関する情報を提供しました。

各種行事やイベント、講座等を充実させ、親同士
の交流の場や、子育てに関する情報を提供しま
す。

子育て支援課 42

2
子育てサーク
ルの育成・支援

活動場所
の提供回
数（回）

398 0 410 420
新型コロナウイルスのため、サークル活動また、
サークルネットワーク会議を実施していません。

・サークル活動を通じて親同士が互いに支えあ
えるように、部屋の提供や活動内容のアドバイス
を行います。
・サークルの交流の場であるサークルネットワー
ク会議を6月に実施し、活動の活性化やサークル
の横のつながりを図ります。

子育て支援課 42

3
子育て支援団
体等のネット
ワークづくり

参加団体
数（団体） 51 0 53 55

中央子育て支援センターで22団体、南部で8団
体、北部で7団体の計37団体の子育てサークル
が登録しているが、新型コロナウイルスのため実
施していません。

各子育て支援団体等が今後も交流を図れるよ
う、継続して会議を開催し交流の場を確保しま
す。

子育て支援課 42

4
地域活動の担
い手づくり

継続実施 継続 継続 継続 継続
新型コロナウイルスの影響で活動していない団
体が多い中、参加している団体の情報は支援セ
ンター等で周知し、参加を促しました。

・地域の「子育て支援団体」の活動状況を把握
し、親子が地域活動に興味関心を持ているよう
に情報を提供します。また親子には積極的に参
加を促し、地域の子育て支援団体には参加親子
の感想をフィードバックするなど、親と地域のつ
ながりを図ります。
・子育てサークルについて地域で活動していくた
めの情報提供や相談に乗ることで、地域活動中
の子育てサークルとの横のつながりを図ります。

子育て支援課 42

5
地域活動の担
い手を支える仕
組みづくり

継続実施 継続 継続 継続 継続
子育て支援団体と連携し、相互に情報交換する
ことで、身近な地域での子育て支援の活性化や
担い手を支える仕組みづくりに取り組みました。

子育て支援団体と連携し、相互に情報交換する
ことで、身近な地域での子育て支援の活性化や
担い手を支える仕組みづくりに取り組みます。

子育て推進課 42

6
世代間交流の
充実

継続実施 継続 継続 継続 継続

コロナ禍において、例年に比べ交流回数は減り
ましたが、行事や授業の一環として、小中学校の
児童・生徒と交流活動を実施しました。また、地
域の福祉施設等に訪問したり、地域の講師を招
いて交流を行うなど、地域とのつながりを深めま
した。

保育園・認定こども園の園児が、小中学校の児
童生徒や地域住民との交流の機会を持つことが
できるよう、運動会や地区の行事などにおける
交流、老人福祉施設への訪問を各園１回行うと
ともに、地域講師の活用などに取り組みます。

子ども課 42

１－４
交流と子
育てネッ
トワーク
づくりの
充実

子育て支援センター等の地域子育て
支援拠点において、各種行事やイベ
ント、講座などを通して、親同士の交
流の場や、子育てに関する情報を提
供します。

育児に関する情報交換、親子の友だ
ちづくりの機会となるよう、子育てサー
クルの育成、活動の相談、活動の場
の提供などを行います。

保育園・認定こども園の園児が、小中
学校の児童生徒や地域住民との交流
の機会を持つことができるよう、運動
会や地区の行事などにおける交流、
老人福祉施設への訪問や地域講師
の活用などに取り組みます。

子育て支援団体や子育てサークルな
どの市民団体のネットワークづくりを
支援するため、子育て支援のための
ネットワーク会議を開催します。

子育てサークルなどで活動している子
育て家庭と地域をつなぐなど、子育て
家庭が子育て支援や地域活動の次
の担い手となるような取組みを進めま
す。

子育支援に関わる人材の発掘・育成
や地域の子育て支援の連携及びネッ
トワーク化を進めることで、身近な地
域での子育て支援を活性化し、担い
手を支える仕組みづくりに取り組みま
す。
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資料１

基本目標１　地域における子ども・子育て支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

7

民生委員・児童
委員、主任児
童委員の活動
支援

継続実施 継続 継続 継続 継続

・日々の民生委員・児童委員活動の中で、子育
て等に関する相談・支援等の活動をしました。
（104件）
・地区民児協における小学校でのあいさつ運動
の実施しました。（2回）

・地区民児協及び専門部会において、民生委
員・児童委員、主任児童委員が情報共有を図る
とともに、児童福祉関連施設での研修や児童福
祉に関する勉強会を実施します。
・日々の民生委員・児童委員活動の中で、子育
て等に関する相談に対応し、必要に応じて行政
や関係機関への申し送りや訪問等を実施しま
す。

福祉総務課 42

8
里親制度の啓
発

継続実施 継続 継続 継続 継続
10月の「里親月間」に合わせた広報への掲載の
他、リーフレットの配布及びポスターの掲示によ
り啓発しました。

10月の「里親月間」に合わせた広報への掲載の
他、リーフレットの配布及びポスターの掲示によ
り啓発します。

子育て推進課 42

9
子育て支援団
体・地域住民等
との連携

補助金交
付団体数
（団体）

10 7 12 13

子育て支援団体に補助金を交付し、子育て支援
活動を支援しました。
子育て支援団体ネットワーク会議を年2回書面会
議にて開催しました。
（新型コロナウイルスの影響により3団体は申請
額0円）

引き続き、子育て支援団体と連携し、補助金交
付等を通じて子育て支援活動を実施します。

子育て推進課 43

10
読み聞かせ活
動、おはなし会
の実施

継続実施 継続 継続 継続 継続

図書館で、対象年齢に合わせたおはなし会を開
催しました。
（中央図書館13回、城町図書館4回、富士松図書
館8回）

図書館で、対象年齢に合わせたおはなし会を開
催します。
（中央図書館45回、城町図書館12回、富士松図
書館12回）

生涯学習課 43

11
小学生の居場
所づくり

登録児童
数（人） 1,361 952 1,350 1,350

放課後子ども教室を市内全小学校の15か所に
開設しました。
（総登録者952人、延べ利用者数16,196人、延べ
開催日数703日）

子どもの安全・安心な居場所づくりを推進するた
めに、放課後の子どもたちの活動拠点として、小
学校の余裕教室等を活用し、放課後子ども教室
を実施します。

生涯学習課 43

12
中学生・高校生
の居場所づくり

延べ利用
者数（人） 985 329 1,400 1,600

総合文化センターで中高生の居場所「なごみんはあ
と」及び「なごみん塾」を週2回実施し、放課後に中高
生が自由に過ごすことができる居場所を提供しまし
た。また、南部生涯学習センターの多目的室を月1回
開放し、スポーツや遊びについて、中高生が主体的
に活動できる場を提供しました。
※いずれも新型コロナウイルス感染症の影響により9
月から実施

引き続き、総合文化センター及び南部生涯学習
センターで居場所づくりを実施し、同世代間の交
流や、中高生の主体的な活動を支援します。

生涯学習課 43

1
子育てコンシェ
ルジュによる相
談対応

実施か所数
(か所)

(※専任コン
シェルジュ

配置か所数)

44（3） 44(3) 44（3） 44（3）

子どもや、その保護者の身近な場所である、子育て
支援センターに専任子育てコンシェルジュを配置し、
利用者支援及び地域連携の拠点としての機能を置
き、保健センター、子ども相談センター、子育て広場、
夢と学びの科学体験館、児童館、幼稚園、保育園、し
げはら園等の兼任子育てコンシェルジュとの連携体
制を整えました。44施設に64人の子育てコンシェル
ジュを配置しました。

引き続き、研修を実施し子育てコンシェルジュの
資質向上及びネットワークの強化を図り、事業の
拡充を進めます。また、基本型利用者支援事業
と母子保健型利用者支援事業との連携により、
事業の充実を図ります。

子育て支援課
44
69

2
子育て情報の
提供

継続実施 継続 継続 継続 継続

情報をより多くの方に提供することと同時に、受
け取りやすくするために「子育て支援センターだ
より」を奇数月、「子育てコンシェルジュ通信」を
偶数月に発行と変更し、公共施設で配布すると
ともに、ホームページにも掲載しました。

「子育てコンシェルジュ通信」を偶数月、「子育て
支援センターだより」を奇数月に発行し、公共施
設で配布するとともに、ホームページ等に掲載を
し、より多くの方に情報提供していきます。

子育て支援課 44

１－４
交流と子
育てネッ
トワーク
づくりの
充実

子育て世帯への見守りや声かけ、相
談対応、あるいは資質向上のための
研修など、民生委員・児童委員、主任
児童委員の活動を支援します。

中高生が気軽に立ち寄ることができる
居場所を提供し、同世代の交流を通
して、主体的な活動や中高生の自立
に向けた取組みを支援します。

より多くの市民に里親制度の意義に
ついて、理解の促進を図り、里親とし
ての協力を得られるよう、制度の啓発
に努めます。

子育て支援団体や地域住民などと連
携し、子育て中の親子の仲間づくりの
場、しつけや遊び方を学ぶ場、地域の
人との交流の場を提供するなど、地
域住民による子育て支援活動を支援
します。

図書館での絵本の読み聞かせ会、市
民センターでのおはなし会など、ボラ
ンティアグループ等の協力により実施
します。

放課後の子どもたちの活動拠点とし
て、放課後子ども教室を実施します。
遊びや学習、体験活動、地域住民と
の交流により、子どもの安全・安心な
居場所づくりを推進します。

１－５
子育て
サービス
利用者
支援体
制の構
築

子どもやその保護者の身近な場所に
配置した子育てコンシェルジュが、教
育・保育施設や地域の子育て支援事
業などの情報提供及び相談・助言を
行うとともに、関係機関との連絡調整
を行います。

行事予定や育児の身近な情報を掲載す
る「子育てコンシェルジュ通信」を偶数月、
「子育て支援センターだより」を奇数月に
発行し、公共施設で配布します。また、子
育て情報誌等を、母子健康手帳交付時、
各種手当申請時、健康診査時等に併せ
て配布します。
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資料１

基本目標１　地域における子ども・子育て支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

3

子育て情報誌・
子育て支援
ホームページ
の充実

あいかり
掲載件数

（件）
154 16 160 200

刈谷市公式ポータルアプリ「あいかり」において
イベント情報を掲載しました。
また、刈谷市の子育て情報誌である「刈谷市子
育てガイドブック」を作成・配布しました。（発行部
数　5,000部）

刈谷市公式ポータルアプリ「あいかり」において
イベント情報を掲載するとともに、市民の子育て
相談の際に子育てガイドブックを活用している子
育てコンシェルジュ等から、子育てガイドブックへ
の要望を聴き取り、より利便性の高い子育てガイ
ドブックを作成します。

子育て推進課 44

4
子育て支援セ
ンターにおける
相談の対応

継続実施 継続 継続 継続 継続

・子どもの発達に関する心配や精神疾患をもつ
母親の育児不安、養育環境に関することなど、
相談内容によって、必要な機関につなげたり、関
係機関と連携をとるなど支援の充実を図りまし
た。
・見守りが必要な親子については、子どもが就園
するまで、全職員で共通理解して支援をし、就園
する際には、就園先に必要な情報を伝え、切れ
目のない支援ができるようにしました。

・子どもの発達に関する心配や精神疾患をもつ
母親の育児不安、養育環境に関することなど、
相談内容によって、必要な機関や専門員相談に
つなげたり、関係機関と連携をとるなどの支援を
行います。また、子育て広場や支援団体への巡
回相談を実施し、相談体制の充実を図ります。
・見守りが必要な親子については、子どもが就園
するまで、全職員で共通理解して支援をしたり、
子育てコンシェルジュのネットワーク会議で他機
関と情報交換及び連携をとりながら、切れ目の
ない支援ができるようにします。

子育て支援課 44

5

保育園・認定こ
ども園における
子育て相談・育
児講座の実施

継続実施 継続 継続 継続 継続

保育園・認定こども園において、子育て相談や育
児に関する講座等を17回開設し、保護者の子育
ての悩み等に対応しました。また、各園の園長が
子育てコンシェルジュとして、未就園児の保護者
のニーズに応じた支援を提案しました。

保育園・認定こども園において、随時子育て相談
や育児に関する講座等の実施により、保護者の
子育ての悩み等に対応します。また、各園の園
長が子育てコンシェルジュとして、未就園児の保
護者のニーズに応じた支援を提案します。

子ども課 44

6
保育カウンセ
ラーの巡回

実施回数
（回）

152 175 175 175

公私立保育園及び認定こども園の全園に臨床
心理士が年２～６回巡回し、保護者や保育教諭
等からの子育てや保育に関する相談に応じまし
た。

臨床心理士が保育園及び認定こども園の全園を
年２～５回巡回し、保護者や保育教諭等からの
子育てや保育に関する相談に応じます。

子ども課 44

7

子ども相談セン
ターにおける各
種相談体制の
充実

相談件数
（件）

1,260 1,462 1,300 1,300

関係機関（学校、市関係課、児童相談センター、
警察等）と連携して、相談内容に応じて学校・す
こやか教室・病院・市関係課等を紹介し、つなぎ
（連絡調整）を行いました。

・関係機関（学校、市関係課、児童相談セン
ター、警察等）との連携を図ります。
・相談内容に応じて、学校・すこやか教室・病院・
市関係課等を紹介し、支援します（つなぎ機
能）。

学校教育課 44

１－５
子育て
サービス
利用者
支援体
制の構
築

子育てに関する行政サービスや施設
などの情報を収集・整理した子育て情
報誌、子育て支援ホームページを常
時見直し、内容の充実を図ります。

保育士による、電話相談、面接相談、
メール相談、グループ相談、訪問相談
や、専門員による心理及び発達相談
を行います。また、子育てコンシェル
ジュが相談者の個別ニーズに合わせ
たサービス・施設を紹介し、適切な相
談先へつなぎます。

保育園・認定こども園において保護者
を対象に、子育て相談、育児講座など
を実施します。

臨床心理士が保育園・認定こども園を
巡回し、保護者や保育士等からの子
育てや保育に関する相談に応じま
す。

3歳から19歳までの子どもとその保護
者、親族、学校・園関係者を対象に、
子どもに関する様々な相談に応じま
す。
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資料１

第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画進捗管理シート 量の見込みと確保の内容の対象施策

「第４章　施策の展開」 コロナ禍の影響によるもの

基本目標２　仕事と子育ての両立支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁

1
延長保育の充
実

利用者数
（人）

763 670 1,060 1,090

公立保育園ではおがきえ保育園、あおば保育園
が午後8時まで、民間保育園ではこぐま保育園、
第二こぐま保育園、刈谷ゆめの樹保育園、空の
うさぎ保育園、刈谷大和保育園、城のうさぎ保育
園、ことり保育園が午後7時30分まで延長保育を
実施し、保護者の就労形態の多様化に対応しま
した。

公立保育園ではおがきえ保育園、あおば保育園
が午後8時まで、民間保育園ではこぐま保育園、
第二こぐま保育園、刈谷ゆめの樹保育園、空の
うさぎ保育園、刈谷大和保育園、城のうさぎ保育
園、ことり保育園、ALL4KIDSナーサリースクー
ル刈谷が午後7時30分まで延長保育を実施し、
保護者の就労形態の多様化に対応します。

子ども課
45
64

2
休日保育の充
実

実施園
（園）

5 8 9 9

保護者の就労形態の多様化に応えるため、おが
きえ保育園、あおば保育園、富士松南保育園、
さくら保育園、こぐま保育園、第二こぐま保育園、
空のうさぎ保育園、城のうさぎ保育園において祝
日保育を実施しました。また、おがきえ保育園、
あおば保育園において休日（日曜日）保育を実
施しました。

保護者の就労形態の多様化に応えるため、お
がきえ保育園、あおば保育園、富士松南保育
園、さくら保育園、こぐま保育園、第二こぐま保育
園、空のうさぎ保育園、城のうさぎ保育園におい
て祝日保育を実施します。また、おがきえ保育
園、あおば保育園において休日（日曜日）保育を
実施します。

子ども課 45

3
産前・産後休暇、
育児休暇後の職
場復帰の支援

継続実施 継続 実施 継続 継続
出産前や職場復帰前から保育園への入園予約
を受け付けました。

出産前や職場復帰前から保育園への入園予約
を受け付けます。

子ども課 45

4
病児・病後児保
育の実施

利用者数
（人）

312 25 500 500

かりがね病児ケアルーム9人
親愛の里保育園7人
依佐美おひさまケアルーム9人
登録者数787人（令和3年3月31日時点)

新型コロナウイルスの影響で一部利用制限を設
定し、安全に配慮した上で市内3か所で随時受
入し、病児・病後児保育事業を啓発します。

子育て支援課
45
67

5
認定こども園一
時預かり（預か
り保育）の充実

利用者数
（人）

72,716 33,997 50,000 50,000

認定こども園の全園において、7時30分から18時
30分まで、保育を希望する在園児（1号認定）に
対して、一時預かりを実施し、33,997人が利用し
ました。

認定こども園において、7時30分から18時30分ま
で、保育を希望する在園児（1号認定）に対して、
一時預かりを実施します。

子ども課
45
66

6
保育園一時預
かり（一時保
育）の充実

利用者数
（人）

10,798 8,558 31,700 31,700
公立保育園2園、私立保育園7園において、
8,558人の一時預かりを実施し、子育て家庭への
支援の充実を図りました。

おがきえ保育園、あおば保育園、こぐま保育園
（私立）、第二こぐま保育園（私立）、親愛の里保
育園（私立）、空のうさぎ保育園（私立）、依佐美
清凉保育園（私立）、城のうさぎ保育園（私立）及
びことり保育園（私立）での実施に加え、新たに
ALL4KIDSナーサリースクール刈谷（私立）にお
いても開始し、子育て家庭を支援していきます。

子ども課
45
66

1
放課後児童クラ
ブの充実

定員数
（人）

1,360 1,440 1,520 1,520

各クラブに、常勤の職員として主任支援員を配
置し、児童受入体制の強化を図りました。
また、放課後児童支援員認定資格研修の計画
的な受講を促し、支援員の資質の向上を図りま
した（23名が新たに修了）。

放課後子ども教室との連携を図り、多様な体験
ができるように活動プログラムへの参加を推進
します。
また、放課後児童支援員認定資格研修の計画
的な受講を促し、支援員の資質の向上を図りま
す。

子育て推進課
46
64

２－２
放課後
児童クラ
ブの充
実

保護者の就労形態の多様化に伴うニー
ズに対応するために、事業の充実を図り
ます。放課後児童クラブの児童が放課後
子ども教室の活動プログラムに参加し、
多様な体験・活動ができるよう、連携して
事業を推進します。また、支援員の資質
の向上、地域の人材の活用を図ります。

認定こども園において、出産や傷病、
親族の看護・介護などで、通常の保
育時間終了後も引き続き保育を希望
する在園児に対して、預かり保育を実
施します。

育児疲れ解消などの理由で利用を希
望する保護者に対して、小学校就学
前の子どもを拠点保育園で一時的に
保育します。また、保護者の傷病、事
故、出産、看護、冠婚葬祭などの理由
により、小学校就学前の子どもを状況
に応じて緊急一時的に保育します。

施　　　策 内　　　容

２－１
多様な
保育
サービス
の充実 保護者の就労形態の多様化に応える

ため、延長保育の充実を図ります。

保護者の就労形態の多様化に応える
ため、休日保育の充実を図ります。

出産前や職場復帰前から保育園への
入園予約を受け付け、働く女性が安
心して出産・子育てを行い、職場に復
帰できる環境づくりに取り組みます。

子どもが病気または病気の回復期で
あり、集団保育が困難な期間におい
て、一時的に子どもを預かる病児・病
後児保育を実施します。

コロナ禍以外による大幅な増減
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資料１

基本目標２　仕事と子育ての両立支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

2
放課後児童クラ
ブの整備

継続実施 継続 継続 継続 継続

双葉小学校に第３クラブを整備し定員の拡大を
図りました（令和３年４月１日開所）。また、単独
施設（８クラブ）の２階育成室に天井扇を設置し、
育成支援環境の向上を図りました。

必要に応じ、小学校の空き教室等を活用して第
３クラブの整備を行うとともに、単独施設の１階
育成室等に天井扇を設置し、育成支援環境の
向上を図ります。

子育て推進課 46

1
市民だより、
ホームページな
どによる啓発

啓発のた
めの市民
だより掲載
回数（回）

2
16

（14）
3 5

市民だよりの6/15号に内閣府実施の男女共同
参画週間（6/23～29）について、また10/1号に
県実施の男女共同参画月間（10月）について、
計年2回掲載し、市民の男女共同参画に対する
意識の向上を図りました。また、各種講座やイベ
ント開催時には市民だより、刈谷市ホームペー
ジ等にて周知を図り、より多くの市民が参加でき
るよう努めました。
（日本女性会議2020あいち刈谷関連記事 計14
回掲載）

内閣府実施の男女共同参画週間（6/23～29）や
県実施の男女共同参画月間（10月）について市
民だより等で周知し、性別に関わりなく誰もが個
性と能力を発揮できる男女共同参画社会の推
進を通して、男女が協力して子育てを行うことに
対する意識の向上を図ります。

市民協働課 47

2
男女共同参画
講座等の充実

講座等参
加者数
（人）

516
2,865

（2,818）
550 600

各種男女共同参画啓発事業(女性の一歩を応援
プロジェクト、育休復帰にソナエル講座）を年間6
講座、日本女性会議2020あいち刈谷や日本女
性会議2020あいち刈谷関連イベントを4回行い、
男女がともに家事・育児に関わることの重要性
について、意識の向上を図りました。
（各種男女共同参画啓発講座　参加者数　47
人、日本女性会議2020あいち刈谷及び関連イベ
ント　参加者数2,818人)

様々な対象に向けた男女共同参画関係講座及
び講演会等を実施し、性別役割分担意識にとら
われず、男女がともに家事・育児等に関わること
の重要性について、意識の向上を図ります。

市民協働課 47

3
社会学級等の
開催

継続実施 継続 継続 継続 継続

市内8小学校において次の催物を実施し、保護者が
協力して子育てについて考える機会を提供しました。
・講演会「LGBTについての理解を深める」（日高小学
校）
・親子縄跳び教室（富士松東小学校）他　　参加者
数：656人
※新型コロナウイルス感染症の影響により7小学校
は中止

市内の全小学校において社会学級を実施し、保
護者が協力して子育てを行うことについて考える
機会を提供します。

生涯学習課 47

4
一般事業主行
動計画の実施
の促進

継続実施 継続 継続 継続 継続
一般事業主行動計画の作成について、ホーム
ページによる情報提供を実施しました。

子ども・子育て関連3法に基づく一般事業主行動
計画の策定に関して、ホームページ等を通じて、
情報提供等を行います。

商工業振興課 47

5
子育て家庭に
配慮した職場
づくりの啓発

継続実施 継続 継続 継続 継続
勤務形態に応じた保育が可能となる事業所内保
育施設の助成制度や法人税の優遇措置の相談
に応じました。

勤務形態に応じた保育が可能となる事業所内保
育施設の助成制度や法人税の優遇措置の相談
に応じます。

商工業振興課 47

6
ファミリー・フレ
ンドリー企業の
普及、促進

市内登録
企業数
（社）

39 40 41 43
「ファミリー・フレンドリー企業」についてホーム
ページ及びパンフレット等によりPRを行いまし
た。

「ファミリー・フレンドリー企業」についてホーム
ページ及びパンフレット等によりPRを行います。

商工業振興課 47

7
再就職希望者
の能力開発の
支援

就職準備
セミナー出

席者数
（人）

20 20 22 24
女性の職業観や勤労観の見直し、自分らしい働
き方を発見するきっかけを作るためのオンライン
セミナーを開催しました。

職業観や勤労観の見直し、自分らしい働き方を
発見するきっかけを作るため、女性向けの就業
及び起業セミナーを開催します。

商工業振興課 47

育児で一度退職し、子どもが大きく
なった時点で再就職を希望する保護
者を対象に、再就職セミナーなどの講
座を開催します。

２－２
放課後
児童クラ
ブの充
実

利用希望者の増加に伴い、各小学校
の状況に合わせて第３クラブの整備
を行います。

２－３
男女が
協力して
行う子育
ての推
進

市民だより、刈谷市ホームページ、各
種報道機関等を通して、男女共同参
画の考え方、各種イベント、内閣府が
実施する男女共同参画週間などの周
知を行います。また、家庭、地域、職
場など様々な立場の人に向けた男女
共同参画啓発用リーフレットを作成・
配布し、さらなる意識の向上を図りま
す。

男女共同参画に関する意識の啓発及
び推進を目的とした講座や講演会な
どを実施します。性別による固定的な
役割分担意識にとらわれず、男女が
ともに家事・育児等に関わることの重
要性についての意識の向上を図りま
す。

社会学級等を通じて、男女が協力し
て子育てを行う意義を考える機会を
提供します。

次世代育成支援対策推進法に基づく
一般事業主行動計画の策定に関し
て、情報提供等を行います。

育児休業制度の定着・促進、勤務時
間の短縮などの啓発、再雇用制度の
普及を図るため、事業所などに情報
提供を行い、子育て家庭に配慮した
職場づくりの啓発に取り組みます。

ファミリー・フレンドリー企業（男女とも
に仕事と家庭の両立ができる様々な
制度と職場環境を持つ企業）につい
てＰＲを行います。
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資料１

第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画進捗管理シート 量の見込みと確保の内容の対象施策

「第４章　施策の展開」 コロナ禍の影響によるもの

基本目標３　子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁

1 講座等の開催
講座等参
加率（％）

80 89 83 85

・パパママクラス参加率：88.9％（参加者／定員）
・パパママクラス：3回（定員9組）　参加者8組(16
人）　沐浴体験のみ実施しました。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のためミニ
ママ教室、フレッシュママクラスは中止。

初妊婦及びそのパートナーを対象に下記の講座
を開催します。
・フレッシュママクラス：6回

子育て支援課 48

2
産後ホームヘ
ルパーの派遣

継続実施 継続 継続 継続 継続

産後ホームヘルパー利用実績
利用者数：33人
総利用日数：387日（平均11.7日）
総利用時間：752時間（平均22.8時間）

令和２年度より、多胎児の場合は利用期間を４
か月以内に延長し、母親への支援の充実を図り
ます。母子健康手帳交付時など、効果的な周知
に努めます。

子育て支援課 48

3
あかちゃん訪問
の実施

訪問率
（％）

100 100 100 100

訪問利用率：69.3％（984人／1,420人）
あかちゃん訪問対象者数1,420人（4か月健康診
査対象者数）
訪問児数：984人

・助産師が生後4か月未満のあかちゃんがいる
全ての家庭を訪問して、母子の健康状態を把握
するとともに、授乳指導・育児相談等を実施して
安心して育児に取り組めるように支援します。

子育て支援課
48
68

4

妊産婦健康診
査・妊産婦歯科
健康診査の実
施

妊婦健康
診査初回
受診率
（％）

99 98 100 100

健診利用率：98.4％（1,524人／1,549人）
妊婦健康診査初回受診者1,524人（受診対象者
1,549人）   妊婦健康診査受診総回数：18,309回
産婦健康診査受診者：2,196人（1回目：1,117人、
2回目：1,079人）
妊婦歯科健康診査受診者：730人   産婦歯科健
康診査受診者656人

妊産婦健康診査については、妊娠中に子宮頸
がん検診1回と妊婦健康診査14回、産婦健康診
査2回分の受診券を配付し、歯科健康診査につ
いては、妊娠中に1回、産後に1回を指定医療機
関で実施します。

子育て支援課
48
68

5
切れ目のない
支援の充実

はぴかり
新規登録
者数（人）

￣ 768 500 500

・妊娠届出時や妊娠・子育て応援室（子育て世
代包括支援センター）において、妊婦とその家
族、乳幼児とその保護者に対する面接、電話相
談等を実施しました。また、母子手帳アプリ「は
ぴかり」を令和2年6月1日より開始しました。

妊娠届出時や妊娠・子育て応援室（子育て世代
包括支援センター）において、妊婦とその家族、
乳幼児とその保護者に対する面接、電話相談等
を実施します。

子育て支援課 48

6
産後ケアの充
実

産後ケア
事業利用
者（人）

3 16 20 25

産後ケア事業の宿泊型に加え、日帰り型を指定
医療機関で実施しました。
宿泊型：11人
日帰り型：5人

産後ケア事業の医療機関を9か所に拡充しま
す。

子育て支援課 48

施　　　策 内　　　容

３－１
妊娠・出
産への
支援

初妊婦を対象とした教室、初妊婦とそ
のパートナーを対象とした講座等を開
催し、出産に対する不安の軽減、母
子の健康促進、妊娠・出産について、
性別にかかわらず子育てを行うことの
重要性、子育ての楽しさなどを伝えま
す。

産後における母子の心身の健康を守
るため、核家族世帯等を対象として、
一定期間産後ホームヘルパーを派遣
し、家事の支援を行います。

助産師が生後4か月未満のあかちゃ
んがいるすべての家庭を訪問し、母
子の健康状態を把握するとともに、保
護者の多様な相談に応じます。

安全な出産を支援するため、妊娠期、
出産後に医療機関において健康診査
を実施し、不安の軽減を図ります。ま
た、妊産婦歯科健康診査など母親の
歯の健康づくりを支援します。

妊娠期から乳幼児期までの時期に必
要な支援が受けられるよう、妊娠届出
時や妊娠・子育て応援室（子育て世
代包括支援センター）において面接・
相談を行い、適切な支援につなげ、切
れ目のない支援を行います。またアプ
リを活用し、お知らせや情報提供など
による子育て支援の充実を図ります。

家族等から十分な家事及び育児など
の援助が受けられない産婦と乳児を
対象に、心身を休めながら育児の相
談や授乳指導を受けられる産後ケア
事業の充実を図ります。

コロナ禍以外による大幅な増
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資料１

基本目標３　子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

7
産後の精神的
支援

出産おめ
でとう電話

の件数
（件）

841 694 900 950

・出産後の初期段階において母子の健康状態の
把握をし、医療機関との連携により必要な支援
につなげました。
・産後2か月頃までに助産師が電話をし、産後の
体調や育児の相談に対応しました。

妊娠届出時や妊娠・子育て応援室（子育て世代
包括支援センター）において、妊婦とその家族、
乳幼児とその保護者に対する面接、電話相談等
を実施します。

子育て支援課 48

1

乳幼児健康診
査・乳幼児歯科
健康診査の実
施

3歳児健
康診査の
受診率
（％）

99 96 100 100

健康診査受診者（健診受診率）
・4か月児健康診査：1,421人（100％）
・1歳6か月児健康診査：1,427人（99.0％）
　歯科健康診査：1,423人
・3歳児健康診査：1,405人（95.9％）
・3歳児健康診査歯科健康診査：1,395人
・2歳児歯科健康診査及びフッ素塗布：1,028人
・2歳6か月児歯科健康診査及びフッ素塗布：927
人

・乳幼児健康診査（4か月児、1歳6か月児、3歳
児）を各々月3回実施します。
・歯科健康診査とフッ素塗布（1歳6か月児、2歳
児、2歳6か月児、3歳児）を各々月3回実施しま
す。

子育て支援課 49

2
養育支援訪問
の実施

訪問率
（％）

100 100 100 100 家庭訪問件数：816件
妊娠届出、あかちゃん訪問や乳幼児健康診査
等、保護者の要望等必要に応じて家庭訪問を行
います。

子育て支援課
49
69

3
予防接種の充
実

定期予防
接種延べ
人数（人）

36,562 37,656 38,000 38,000

定期予防接種:ヒブ5,972人、小児用肺炎球菌
5,842人、B型肝炎4,320人、4種混合5,835人、
DPT0人、DT1期0人、不活化ポリオ12人、
BCG1,439人、MR1期1,430人、MR2期1,442人、
水痘2,888人、日本脳炎1期4,296人、日本脳炎1
期特例129人、日本脳炎2期1,418人、DT2期
1,270人、子宮頸がん予防67人、ロタリックス
1,041人、ロタテック255人
上記の他、任意予防接種費用の一部助成を実
施しました。

ヒブ等の定期予防接種の実施の他、おたふくか
ぜ等の任意予防接種費用の一部助成を行いま
す。

子育て支援課 49

4
各種相談の実
施

継続実施 継続 継続 継続 継続

育児相談利用者数：106人（10回）
母乳相談利用者数：69人（53回）
栄養相談利用者数：48人（21回）
発達相談利用者数：
1歳6か月児健康診査130人（34回）　、チューリッ
プ相談室68人（31回）、2歳・2歳6か月児歯科健
康診査86人（32回）、3歳児健康診査118人（34
回）、ひまわり相談室22人（9回）

・育児相談の実施回数：12回
・母乳相談の実施回数：48回（予約制）
・栄養相談の実施回数：24回（予約制）
・発達相談の実施回数：1歳6か月児健康診査36
回
チューリップ相談室36回
2歳・2歳6か月児歯科健康診査36回
3歳児健康診査36回、ひまわり相談室12回

子育て支援課 49

5
援助を必要とす
る子どもと家庭
への支援

継続実施 継続 継続 継続 継続
電話件数（延べ）：6,656件
訪問家庭数（延べ)：824件
発達相談（延べ）：424件

乳幼児健康診査時や電話相談などにより、子ど
もの発育・発達に心配がある場合、必要に応じ
て家庭訪問や面接、発達相談などを行います。

子育て支援課 49

３－１
妊娠・出
産への
支援

産婦健康診査を充実させ、周産期医
療機関と連携することで、産後の精神
的支援につなげます。また、産婦に対
し、電話相談を実施し、産後の精神的
支援と育児不安の軽減に努めます。

３－２
子どもの
成長・発
達への
支援

子どもたちの健やかな成長を支援するた
め、４か月児、1歳6か月児、3歳児に健康
診査を実施します。また、１歳未満の子ど
もに愛知県内の医療機関で乳児健康診
査を行います。
1歳6か月から3歳にかけては計４回の歯
科健康診査、フッ素塗布等を実施し、子
どもの歯の健康づくりを支援します。

支援が必要とされる家庭を保健師等
が訪問し、養育に関する指導、助言
等を行い、適切な養育の実施につな
げます。

予防接種手帳を交付し、各種予防接
種が個別に受けやすいように、医療
機関との協力体制を強化します。

保健師による育児相談、助産師によ
る母乳相談、栄養士による栄養相
談、心理相談員による発達相談など、
対象者に応じた相談・指導を実施しま
す。

発育・発達に心配のある子どもなど、
支援を必要とする家庭への訪問指
導、相談を行います。
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資料１

基本目標３　子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

6
病気や事故に
ついての学習
機会の充実

継続実施 継続 継続 継続 継続

【子育て支援課】
事故予防や感染症予防のためのリーフレットを
配付し、保護者への知識の普及に努めました。
【学校教育課】
小学校5・6年生の保健の授業で「けがの防止」
「病気の予防」、中学校2・3年生の保健の授業で
「傷害の防止」「健康な生活」について学習しまし
た。学校保健委員会でも取り扱いました。

【子育て支援課】
乳幼児健康診査等に事業開催時に、事故予防
や感染症予防のためのリーフレットを配付しま
す。また、必要に応じて出前講座や健康教育を
実施します。
【学校教育課】
小学校5・6年生の保健の授業で「けがの防止」
「病気の予防」、中学校2・3年生の保健の授業で
「傷害の防止」「健康な生活」について学習する。
学校保健委員会でも取り扱います。

子育て支援課

学校教育課
49

1
小児救急医療
体制の充実

継続実施 継続 継続 継続 継続
定期的に休日の救急診療に関する情報をホー
ムページや市民だより等に掲載し、保護者等へ
の周知を図りました。

休日の救急診療に関する情報を、ホームページ
や市民だより、子育てガイドブック等に掲載し、
保護者等への周知を図ります。

子育て支援課 50

2
小児救急電話
相談の紹介

継続実施 継続 継続 継続 継続
母子健康手帳の交付時に周知しました。
交付数：1,549件

母子健康手帳の交付時に、母子健康手帳や子
育てガイドブック等を用いて周知します。

子育て支援課 50

３－３
小児医
療体制
の充実

愛知県や近隣自治体及び医療機関と
調整を図りながら、地域における小児
救急医療体制の充実を働きかけま
す。また、休日の救急診療に関する
情報を市民だより等に掲載し、保護者
などへの周知を図ります。

愛知県が実施している、休日・夜間に
おける子どもの急病時の電話相談に
ついて、保護者などへの周知を図りま
す。

３－２
子どもの
成長・発
達への
支援

病気や事故に対する応急手当などの
知識不足から生じる不安の軽減のた
め、保護者へ子どもの病気や事故に
関する学習や相談の機会の充実を図
ります。
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資料１

第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画進捗管理シート 量の見込みと確保の内容の対象施策

「第４章　施策の展開」 コロナ禍の影響によるもの

基本目標４　支援が必要な子ども・家庭への支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁

1
療育ネットワー
クの充実

継続実施 継続 継続 継続 継続

【福祉総務課】
刈谷市障害者自立支援協議会の子ども部会からの
提言を受け、医療的ケアを必要とする児童等に対し、
学校や幼児園等において訪問看護を提供する事業
を開始しました。実施にあたり、関連機関と連携し、
対象者への周知を行うことで事業の利用につなげる
ことができました。なお、子育て支援に関するセミ
ナーは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため、今年度は開催を見合わせました。
【子育て支援課】
どんぐりルーム及びカンファレンスをAグループとBグ
ループに分けて各月1回実施しました。
新型コロナウイルス感染拡大予防のため、2か月間
中止しました。
【子ども課】
健康推進課、しげはら園、保育園、認定こども園、子
育て支援課、子ども相談センター、保健所、医療機
関、刈谷特別支援学校など関係機関が連携し、乳幼
児の年齢発達段階や障害の内容などに応じた療育
等の相談や促進に努めました。
【学校教育課】
特別支援連携協議会はコロナウイルスの感染状況を
鑑み中止しましたが、小委員会を開催し情報交換や
関係機関との連携を図りました。また、教育支援委員
会を開催し、年齢発達段階や障害の内容などに応じ
た指導を検討しました。

【福祉総務課】
刈谷市障害者自立支援協議会（子ども部会）にて抽
出された課題（保護者支援の充実、親子ともに安心し
て暮らせる地域づくり）について、実現方法を検討して
いきます。また、医療的ケア児に対する支援として、
衣浦定住自立圏構成市町で課題や取り組み事例、及
び地域資源等について情報共有や調査研究を行い
ます。
【子育て支援課】
1歳6か月児健康診査事後指導としてのどんぐりルー
ムとカンファレンスをAグループとBグループに分けて
各月1回実施し、早期療育の必要な児をラッコちゃん
ルームにつなげます。カンファレンス後には、どんぐり
ルームの実施方法・関係機関との連携方法について
検討を重ねます。
【子ども課】
健康推進課、しげはら園、保育園、認定こども園、子
育て推進課、子育て支援課、子ども相談センター、保
健所、医療機関など関係機関が連携し、乳幼児の年
齢発達段階や障害の内容などに応じた療育等の相
談や促進に努めます。
【学校教育課】
特別支援連携協議会を開催し、情報交換や関係機関
との連携を図ります。また、教育支援委員会を開催
し、年齢発達段階や障害の内容などに応じた指導を
検討します。

福祉総務課

子育て支援課

子ども課

学校教育課

51

2
早期療育の機
会づくり

継続実施 継続 継続 継続 継続

【子育て支援課】
どんぐりルーム及びカンファレンスをAグループと
Bグループに分けて各月1回実施しました。
ラッコちゃんルーム利用延べ組数　3,406組
ことばの相談室利用延べ組数　277組
※巡回訪問は、新型コロナウィルスのため中止

・1歳6か月児健康診査事後教室（どんぐりルー
ム）を月2回実施し、支援が必要な児を早期療育
教室（ラッコちゃんルーム）につなげます。関係機
関と連携し、教室内容等の検討を行います。
・「ラッコちゃんルーム」においては、1歳児は週1
回、2歳児以上は週1または2回の療育指導を実
施していきます。
また、幼児園や保育園に対してのPRや、セン
ター内や他施設に巡回を行い、幼児期や就園前
の言葉について心配のある子ども・家庭を積極
的にことばの相談室への入室につなげ、体制の
充実を図ります。

子育て支援課
51

3
特別支援教育
の充実

支援員数
（人）

71 71 73 75

学校教育活動支援指導補助員、肢体不自由児
童生徒介助支援員、特別支援学級児童生徒支
援員を配置して、児童生徒の障害の状態に応じ
た適切な教育支援に努めました。

学校教育活動支援指導補助員、肢体不自由児
童生徒介助支援員、特別支援学級児童生徒支
援員を配置して、児童生徒の障害の状態に応じ
た適切な教育支援に努めます。

学校教育課 51

施　　　策 内　　　容

４－１
障害の
ある子ど
もへの
支援

市の関連各課、しげはら園、保育園・
認定こども園、子ども相談センター、
保健所、医療機関など関係機関が連
携し、年齢、発達段階や障害の内容
などに応じた療育を促進します。

発達に心配のある子どもとその親を
対象とした1歳6か月児健康診査の事
後指導教室（どんぐりルーム）や親子
関係の充実、心身の発達を促す療育
（ラッコちゃんルーム、言葉の相談室）
等を実施し、支援が必要な子ども・家
庭の早期発見・早期指導につなげま
す。また、親子が集まる施設における
関わりを通して、発達に心配のある子
どもの早期発見・早期支援につなげ
ます。

従来の特別支援教育の対象の障害
だけではなく、発達障害を含め、障害
のある児童生徒に対して、一人ひとり
の教育的ニーズを把握し、適切な教
育を通じて、生活や学習上の困難の
改善または個々の発達援助を行いま
す。

コロナ禍以外による大幅な増
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資料１

基本目標４　支援が必要な子ども・家庭への支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

4
統合保育の充
実

訪問実施
回数（回）

160 178 180 180

保育教諭が障害に関する講習会の受講や保育
カウンセラーの指導助言により、障害のある子ど
もの理解と的確な支援を学び、互いに育ちあう
集団作りに努めました。

保育教諭に対し、講習会（8回）の受講や保育カ
ウンセラー巡回訪問（保育園20園・認定こども園
15園（2～5回））による専門家の助言を受ける機
会を設けることで知識・保育技術の向上を図り、
障害のある子とない子が一緒に生活する中で、
相互理解を通して人と関わる力を育みます。

子ども課 51

5
障害児を持つ
家庭への支援

継続実施 継続 継続 継続 継続

・障害福祉サービスとして、短期間施設へ入所できる
事業を実施しました。（短期入所　46人）
・地域生活支援事業として、日中における活動の場を
提供する事業を実施しました。（日中一時支援事業
63人）
・夏休み等の長期休暇において、一時的に受け入れ
をする事業を実施しました。（レスパイト事業　9人）

障害福祉サービスとしての短期入所や地域生活
支援事業としての日中一時支援事業及びレスパ
イト事業を行うことによって、障害のある子どもを
預かるとともに、保護者に介護休暇を提供しま
す。

福祉総務課 51

6
児童発達支援
の充実

継続実施 継続 継続 継続 継続
児童発達支援センターしげはら園において児童
発達支援を実施しました。

子どもの発達の状態や特性と合わせた児童発達
支援事業を実施します。

子育て支援課 51

7
保育所等訪問
支援の実施

継続実施 継続 継続 継続 継続
児童発達支援センターしげはら園において3回
の保育所等訪問支援を実施しました。

早期療育に通っている保護者や関係機関に周知
を図り、保育所等訪問支援を実施します。

子育て支援課 51

8
放課後等デイ
サービスの充
実

継続実施 継続 継続 継続 継続
実利用人数：310人
延べ利用人数：38,456人
利用事業所数：80

障害のある子どもまたは発達の遅れがある子ど
もに対して、生活能力の向上や社会との交流を
促すために放課後等デイサービスを実施放課後
等デイサービスを実施します。

福祉総務課 51

9
各施設での研
修の充実

【子ども課】
研修実施回

数（回）

【学校教育
課】

継続実施

8

継続

5

継続

8

継続

8

継続

【子ども課】
障害に対する正しい知識の習得を目指して、保
育園・認定こども園での研修を実施し、継続的な
支援に努めました。
【学校教育課】
教員による障害に対する正しい知識の習得のた
め、校内での研修を行うとともに、初心者研修な
ど市主催の研修を行い、切れ目のない支援を目
指しました。

【子ども課】
障害に対する正しい知識の習得を目指して、保
育園・認定こども園での研修を8回実施し、研修
の充実を図り切れ目のない支援を目指します。
【学校教育課】
教員による障害に対する正しい知識の習得のた
め、校内での研修を行うとともに、市主催の研修
を行い、切れ目のない支援を目指します。

子ども課

学校教育課
52

10
関係機関の連
携強化

【子ども課】
連携実施回

数（回）

【学校教育
課】

支援計画を
引継いだ園

（％）

5

100

5

100

5

100

5

100

【子ども課】
保育園・認定こども園及び小学校の連携を更に
充実させ、子ども一人ひとりの育ちをつなぐため
に、小学校の特別支援教育コーディネーターを
中心として、保育園・認定こども園、小学校、地
域療育センター、特別支援学校、市の関係各課
等が連携し、支援をつなぐ取組に４回に参加し、
小学校入学後の通級を迷う子の小学校と保育
園・認定こども園の連携を図りました。
【学校教育課】就学前に園訪問や教育相談を行
い、園から個別の支援計画を引き継ぐことで、支
援をつなぐ取組みを進めていきます。また、医療
的ケアを必要とする子どもが地域で必要な支援
が受けられるよう、総合的な支援体制の充実を
図りました。

【子ども課】
保育園・認定こども園及び小学校の連携を更に
充実させ、子ども一人ひとりの育ちをつなぐため
に、小学校の特別支援教育コーディネーターを
中心として、保育園・認定こども園、小学校、地域
療育センター、特別支援学校、市の関係各課等
が連携し、支援をつなぐ取組に４回に参加し、小
学校入学後の通級を迷う子の小学校と保育園・
認定こども園の連携を図ります。
【学校教育課】
就学前に園訪問や教育相談を行い、園から個別
の支援計画を引き継ぐことで、支援をつなぐ取組
みを進めていきます。また、医療的ケアを必要と
する子どもが地域で必要な支援が受けられるよ
う、総合的な支援体制の充実を図ります。

子ども課

学校教育課
52

４－１
障害の
ある子ど
もへの
支援

保育園・認定こども園において、障害
のある子とない子が一緒に生活する
中で、相互理解を通して人と関わる力
を育みます。また、保育士・保育教諭
に対し、講習会の受講や専門家の助
言を受けることを設けることで理解を
深め、円滑な統合保育を実施します。

関係制度の普及・定着に努めるととも
に、緊急時や保護者の休養などのた
めの一時預かりを行います。

発達障害のある子どもを対象に基本
的な動作の指導や集団生活への適
応訓練などを行う児童発達支援の充
実を図ります。

保育園などを利用している障害のあ
る子どもに対し、障害児施設等で指
導経験のある児童指導員、保育士に
よる訪問指導を行います。

小中学生及び高校生等の障害のある
子どもに対して、放課後や夏休み等
の長期休暇中の居場所づくりや訓練
の場を提供する放課後等デイサービ
スの充実を図ります。

一人ひとりの子どもが安心して日々を
過ごすためには、地域療育センターで
の専門的な支援に加えて、保育園・
認定こども園、小学校等の保育者や
教員による障害に対する正しい知識
の習得が求められます。各組織での
研修を充実させるとともに、合同での
研修を進め、切れ目のない支援を目
指します。

保育園・認定こども園及び小学校の
連携を更に充実させ、子ども一人ひと
りの育ちをつなぐために、小学校の特
別支援教育コーディネーターを中心と
して、保育園・認定こども園、小学校、
地域療育センター、特別支援学校、
市役所等が連携し、支援をつなぐ取
組みを進めていきます。また、医療的
ケアを必要とする子どもが地域で必
要な支援が受けられるよう、関係機関
と連携して総合的な支援体制の充実
を図ります。
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資料１

基本目標４　支援が必要な子ども・家庭への支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

11
相談支援体制
の拡充

継続実施 継続 継続 継続 継続

子ども相談センターで3歳から19歳の子どもの相
談に応じ、学齢後期（中学生・高校生年代）の発
達障害児が、自立した成人期を迎えられるため
の相談支援体制を整え、相談を実施しました。

子ども相談センターで3歳から19歳の子どもの相
談に応じ、学齢後期（中学生・高校生年代）の発
達障害児が、自立した成人期を迎えられるため
の相談支援体制を整えます。

学校教育課 52

12
市民の障害に
対する理解促
進

継続実施 継続 継続 継続 継続

・市民だよりに障害や障害のある人への理解促
進に関する内容を掲載しました。
・わんさか祭りや福祉健康フェスティバルにおけ
る広報、啓発活動については、イベント自体が新
型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止
となったため、実施できませんでした。

・わんさか祭り及び福祉健康フェスティバルにお
いて、障害者のブースの確保等の支援を行い、
当該ブースにおいて、障害や障害のある人の理
解促進のパンフレットによる広報・啓発を行いま
す。
・市民だよりに障害や障害のある人への理解促
進に関する内容を掲載します。

福祉総務課 52

1
要保護者対策
地域協議会の
充実

ケース検討
会議開催
回数（回）

17 10 20 20

要保護者対策地域協議会（書面開催1回）、実務
者会議（12回）、ケース検討会議（10回）等を開
催し、関係機関の連携を図るとともに、要保護児
童等に対する適切な支援を行いました。

要保護者対策地域協議会、実務者会議、ケース
検討会議等を開催し、関係機関の連携を図ると
ともに、要保護児童等に対する適切な支援を行
います。

子育て推進課 53

2
児童虐待防止
の啓発

【子ども課】
研修等実
施回数
（回）

【その他】
継続実施

13

継続

13

継続

13

継続

13

継続

【子育て推進課】
広報への掲載やポスターの掲示により、児童虐待防
止についての啓発を行いました。要保護者対策地域
協議会による研修会については、コロナウイルス感
染症拡大の影響により中止となりました。
【子ども課】
虐待の現状、虐待のサイン、通告義務、相談体制、
防止施策等の知識の普及を図るため、研修会への
参加や児童虐待防止啓発のポスター掲示などに取り
組みました。また、必要に応じて、支援の必要な家庭
に寄り添い、関係機関と連携して情報共有して虐待
防止に努めました。
【学校教育課】
虐待の疑いのある児童生徒を確認した場合は速や
かに報告するよう共通理解を図りました。

【子育て推進課】
広報への掲載やポスターの掲示により啓発を行
うとともに、要保護者対策地域協議会による研修
会を開催します。
【子ども課】
虐待の現状、虐待のサイン、通告義務、相談体
制、防止施策等の知識の普及を図るため、講演
会・研修会への参加や児童虐待防止啓発のポス
ター掲示などに取り組みます。また、必要に応じ
て、支援の必要な家庭に寄り添い、関係機関と
連携して情報共有して虐待防止に努めます。
【学校教育課】
虐待の疑いのある児童生徒を確認した場合は速
やかに報告するよう共通理解を図ります。

子育て推進課

子ども課

学校教育課

53

3
家庭児童相談
室の充実

継続実施 継続 継続 継続 継続

小中学校をはじめ、各関係機関と連携し、児童
虐待や相談に適切に対応しました。相談件数
280件
また、主任児童委員・家庭児童相談員連絡会を
４回開催しました。

小中学校をはじめ、各関係機関と連携し、児童
虐待や相談に適切に対応します。
家庭児童相談員連絡協議会や研修に参加し、専
門知識を習得します。

子育て推進課 53

4
虐待ホットライ
ンの充実

継続実施 継続 継続 継続 継続 相談件数：１件
「子ども虐待ホットライン」への適切な対応と周知
に努めます。

子育て推進課 53

４－２
児童虐
待防止
対策の
充実

要保護児童（保護者のない児童または保
護者に監護させることが不適当であると
認められる児童）、要支援児童（保護者
の養育を支援することが特に必要と認め
られる児童）や特定妊婦（出産後の養育
について出産前において支援を行うこと
が特に必要と認められる妊婦）の早期発
見や適切な保護を図るため、関係機関・
団体で組織する要保護者対策地域協議
会や実務者会議、ケース検討会議を開
催します。

児童虐待の現状、虐待のサイン、通
告義務、相談体制、防止施策などの
知識の普及を図るため、講演会・研修
会の開催や市民だよりによる啓発に
取り組みます。

子育てに関する悩みの相談、関係機
関への紹介、家庭への訪問などを行
い、親等への支援の充実を図り、虐
待を未然に防ぎます。また、関係機関
と連携をとりながら、子どもに関する
あらゆる問題に対応した相談体制の
充実を図ります。

児童虐待の防止と早期発見を目的
に、家庭児童相談員、保健師などが
直通電話で通告・相談を受ける「子ど
も虐待ホットライン」の充実を図りま
す。

４－１
障害の
ある子ど
もへの
支援

学齢後期（中学生・高校生年代）の発
達障害児が、自立した成人期を迎え
られるための相談支援体制を拡充し
ます。

障害のある子どもとその家族が安心して
地域の中で生活し、健やかに成長できる
ように、地域で暮らす市民の障害への理
解を促進します。そのため、学齢期から
障害を理解し、交流を深められるよう相
互理解に向けた教育や夏祭り等の各種
行事の開催支援を進めるとともに、多様
な媒体を活用し、障害や障害のある人へ
の理解を深める広報・啓発活動を行いま
す。
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資料１

基本目標４　支援が必要な子ども・家庭への支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

1
相談体制の充
実

継続実施 継続 継続 継続 継続
相談件数：延べ507件
相談者に対し、自立に向けた適切な支援を実施
しました。

引き続き、相談者に対し、自立に向けた適切な
支援を実施します。

子育て推進課 53

2
自立支援教育
訓練給付金の
支給

継続実施 継続 継続 継続 継続
就職に必要な資格を得られるよう教育訓練給付
金を周知しました。（受給者数：0人）

就職に必要な資格を得られるよう教育訓練給付
金を周知します。

子育て推進課 53

3
高等職業訓練
促進給付金の
支給

継続実施 継続 継続 継続 継続
資格取得を求める母子家庭の母等が積極的に
制度を利用できるよう周知ならびに支給しまし
た。（受給者数：4人）

引き続き、資格取得を求める母子家庭の母等が
積極的に制度を利用できるよう周知ならびに支
給します。

子育て推進課 54

4
母子父子寡婦
福祉資金の貸
付

継続実施 継続 継続 継続 継続
相談者が経済的に自立援助できるよう貸付内容
について周知しました。（利用実績：0件）

引き続き、相談者が経済的に自立援助できるよ
う貸付内容について周知します。

子育て推進課 54

5

児童扶養手当・
遺児手当の支
給、医療費の
助成

継続実施 継続 継続 継続 継続

【国保年金課】
母子家庭等に係る医療費の保険診療分の自己
負担相当額を助成しました。
年間平均受給者数 1,691人、年間支給額
63,901,192円
【子育て推進課】
児童扶養手当受給者数：615人、刈谷市遺児手
当受給者数：1,144人

【国保年金課】
母子家庭等に係る医療費の保険診療分の自己
負担相当額を助成します。
【子育て推進課】
児童扶養手当、遺児手当、医療費助成対象者に
対し、適切に制度を説明し経済的に支援します。

国保年金課

子育て推進課
54

6
家庭生活支援
員の派遣

継続実施 継続 継続 継続 継続
母子家庭等の世帯が日常生活を利用しやすくな
るよう、サービスを周知ならびに支援しました。
（家庭生活支援員派遣家庭件数：1件）

引き続き、母子家庭等の世帯が日常生活支援を
より利用しやすくなるよう、サービスを周知ならび
に支援します。

子育て推進課 54

7

市営住宅の家
賃の減免、幼
稚園・保育園の
保育料の減
免、就学援助

継続実施 継続 継続 継続 継続

【子ども課】
国の制度に基づき、3歳～5歳児及び市民税非課税
世帯の0～2歳児に対して、保育園保育料の無償化を
実施しました。
また、3歳～5歳児について、市民税所得割額77,101
円未満の世帯に対し、給食費を免除しました。
さらに、0～2歳児の保育料について、市民税所得割
額77,101円未満の世帯に対し、保育料免除を実施し
ました。
【建築課】
ひとり親世帯に対する減免件数：39件
【学校教育課】
生活保護受給者の要保護の児童生徒に対しては修
学旅行費、生活保護に準ずる水準にある準要保護
の児童生徒に対しては、学用品費、学校給食費、修
学旅行費等の援助を行いました。
要保護・準要保護児童生徒数（令和2年5月1日現在）
要保護児童：16人、要保護生徒：16人
準要保護児童：431人、準要保護生徒：316人

【子ども課】
国の制度に基づき、3歳～5歳児及び市民税非課
税世帯の0～2歳児に対して、保育園保育料の無
償化を実施します。
また、3歳～5歳児について、市民税所得割額
77,101円未満の世帯に対し、給食費を免除しま
す。
さらに、0～2歳児の保育料について、市民税所
得割額77,101円未満の世帯に対し、保育料免除
を実施します。
【建築課】
一定の基準を満たすひとり親世帯に対し、市営
住宅の家賃の減免を行います。
【学校教育課】
生活保護受給者の要保護の児童生徒に対して
は修学旅行費、生活保護に準ずる水準にある準
要保護の児童生徒に対しては、学用品費、学校
給食費、修学旅行費等の援助を行います。

子ども課

建築課

学校教育課

54

8
家具転倒防止
金具の取付

継続実施 継続 継続 継続 継続 実施件数：0件 継続して事業を実施します。 子育て推進課 54

４－３
ひとり親
家庭へ
の支援

母子等自立支援員を配置し、自立に
向けた相談や情報提供などを行い、
ひとり親家庭の生活の安定と自立を
支援します。

就職に必要な技能や資格を取得する
ため、指定の教育訓練講座を修了し
た、ひとり親家庭の親に受講料の一
部を支給します。

ひとり親家庭の親が、経済的な自立
に効果の高い看護師などの資格を取
得するために修学する場合、修学期
間中の生活費負担を軽減するために
給付金を支給します。

ひとり親家庭等の経済的自立促進の
ための資金、子どもの就学に必要な
資金を貸し付けます。

児童扶養手当・遺児手当の支給、医
療費の一部助成など国、県、市の制
度に基づき、経済的な支援を行いま
す。

生活環境の変化により、一時的に日常生
活に支障を生じているひとり親家庭等
に、自立促進のため家庭生活支援員を
派遣し、日常生活を支援します。

一定の基準を満たすひとり親世帯に
対し、市営住宅の家賃の減免、保育
園の保育料の減免を実施します。ま
た、公立小中学校へ就学するための
学用品費や学校給食費などを援助し
ます。

中学生以下の子どもと母親から構成
される世帯向けに、家具転倒防止金
具の取付を行います。
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資料１

基本目標４　支援が必要な子ども・家庭への支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

1
緊急一時保護
の実施

継続実施 継続 継続 継続 継続
ＤＶからの緊急避難が必要な母子に対し、緊急
一時避難施設としての母子生活支援施設への
保護を図りました。

ＤＶからの緊急避難が必要な母子に対し、緊急
一時避難施設としての母子生活支援施設への保
護を図ります。

子育て推進課 54

2
相談体制の充
実

継続実施 継続 継続 継続 継続
ＤＶや女性相談に関する各種相談を受け、相談
窓口や関係機関への連携を図りました。

ＤＶや女性相談に関する各種相談を受け、相談
窓口や関係機関への連携を図ります。

子育て推進課 54

1
児童手当の支
給

継続実施 継続 継続 継続 継続 児童手当受給者数（6月期払い）　12,507人 引き続き児童手当付を支給します。 子育て推進課 55

2

保育園(０～２歳
児)多子世帯の保
育料の軽減及び
無料化

継続実施 継続 継続 継続 継続

18歳未満の児童で数えて第3子以降である子に
係る保育園保育料を無料としました。また、対象
となる第2子に対して保育園保育料の軽減をしま
した。

18歳未満の児童で数えて第3子以降である子に
係る保育園保育料を無料とします。また、対象と
なる第2子に対して保育園保育料の軽減をしま
す。

子ども課 55

3

保育園(３～５
歳児)・認定こど
も園の給食費
の一部無料化

継続実施 継続 継続 継続 継続

18歳未満の児童で数えて第3子以降である子に
係る給食費を免除しました。また、１号認定者は
市民税所得割額77,101円未満、２号認定者は
57,700円未満及び一定要件を満たす77,101円未
満の世帯に対し、給食費を免除しました。

18歳未満の児童で数えて第3子以降である子に
係る給食費を免除します。また、１号認定者は市
民税所得割額77,101円未満、２号認定者は
57,700円未満及び一定要件を満たす77,101円未
満の世帯に対し、給食費を免除します。

子ども課 55

4
私立幼稚園の
利用者への給
食費の補助

継続実施 継続 継続 継続 継続

負担額算定基準子どもまたは小学校第3学年修
了前子どもが同一世帯内に3人以上属している
場合の第3子以降の副食費の補助を行い、ま
た、市民税が非課税である世帯、市民税所得割
額が77,101円未満の世帯に対し、副食費の補助
を行いました。

負担額算定基準子どもまたは小学校第3学年修
了前子どもが同一世帯内に3人以上属している
場合に、第3子以降の副食費を補助します。ま
た、市民税が非課税である世帯、市民税所得割
額が77,101円未満の世帯に対し、副食費を補助
します。

子ども課 55

5
認可外保育施
設利用者の負
担の軽減

継続実施 継続 継続 継続 継続

保育園入所基準を満たす0～2歳児で、認可保
育所を希望しながら認可外保育所を利用し、対
象児童が18歳未満の児童で数えて3番目以降で
ある場合には、最大36,000円を補助しました。ま
たその他に、世帯の所得や対象園児のきょうだ
いの年齢等に応じて補助しました。
また、国の制度に基づき、3歳～5歳児及び市民
税非課税世帯の0～2歳児に対して施設利用料
の補助を実施しました。

保育園入所基準を満たす0～2歳児で、認可保育
所を希望しながら認可外保育所を利用し、対象
児童が18歳未満の児童で数えて3番目以降であ
る場合には、最大36,000円を補助します。また、
世帯の所得や対象園児のきょうだいの年齢等に
応じて補助します。さらに、国の制度に基づき、3
歳～5歳児及び市民税非課税世帯の0～2歳児
に対して、施設利用料の補助を実施します。

子ども課 55

6
子ども医療費
の助成

継続実施 継続 拡大 継続 継続

中学生卒業までの子どもには、入院・通院に係
る医療費の自己負担相当額、高校生世代まで
の子どもには、入院に係る医療費の自己負担相
当額を助成しました。
年間平均受給者数 21,468人、年間支出額
620,571,646円

中学生卒業までの子どもには、入院・通院に係る
医療費の保険診療分の自己負担相当額を助成
します。
高校生世代の子どもには、入院に係る医療費の
保険診療分の自己負担相当額を助成します。

国保年金課 55

４－４
配偶者
等から
の暴力
（DV）被
害者へ
の支援

ＤＶからの緊急避難が必要な母子に
対し、緊急一時避難施設としての母
子生活支援施設に保護することによ
り、すみやかに安全を確保します。

DVや女性相談に関する各種相談や
相談窓口の紹介、関係機関との連携
により、母子生活支援施設への保護
や母子の自立促進を支援します。

４－５
経済的
負担の
軽減

子育ての経済的負担を軽減するた
め、国の制度に基づき手当を支給し
ます。

保育園を利用している子ども（０～２
歳児）のうち多子世帯の保育料の軽
減及び無料化を行います。

保育園・認定こども園を利用している
子どものうち、第３子など一定の要件
を満たす場合、給食費の無料化を行
います。

新制度に移行していない私立幼稚園
を利用している子どものうち第３子な
ど一定の要件を満たす場合、給食費
の一部を補助します。

認可保育園の入園基準を満たす0～2
歳児で、保育園の利用を希望しなが
ら認可外保育施設を利用している場
合、所得等に応じて保育料を補助しま
す。

子どもが早期に十分な治療を受けら
れるよう、保険診療の自己負担分の
医療費の助成を行い、子どもの健康
保持と保護者の経済的負担の軽減を
図ります。
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資料１

基本目標４　支援が必要な子ども・家庭への支援 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

7

妊産婦・乳児健
康診査及び妊
産婦歯科健康
診査費用の助
成

継続実施 継続 継続 継続 継続

妊娠から出産後に係る健康診査について、受診
券による費用助成を行いました。
・妊婦健康診査総受診者：18,309人
・妊婦健康診査初回受診者：1,524人
・産婦健康診査受診者：2,196人
・妊婦歯科健康診査受診者：730人
・産婦歯科健康診査受診者：656人

妊娠から出産後にかかる健康診査について、受
診券による費用助成を行います。
・妊婦健康診査：子宮頸がん検診1回、妊婦健康
診査14回
・産婦健康診査：2回（出産後8週以内）
・歯科健康診査：妊娠中1回、産後1年3か月未満
で1回

子育て支援課 55

8
ファミリー・サポー
ト・センター利用者
への補助

継続実施 継続 継続 継続 継続

低所得世帯、ひとり親家庭の利用料を一部助成
し経済的負担を軽減することで、ファミリーサ
ポートセンター援助活動の利用促進に結びつけ
ることができました。
補助件数：延べ239件

引き続き、病児の預かりや低所得者の援助活動
利用に対する補助金を交付し、より利用しやすい
体制を整備します。

子育て支援課 55

9
不妊治療費の
助成

継続実施 継続 継続 継続 継続 助成件数：283件
不妊検査、一般不妊治療及び人工授精に係る
費用の一部助成を行います。

子育て支援課 55

10
私立高等学校
等授業料の補
助

継続実施 継続 継続 継続 継続
対象者１人につき年額25,000円以内の補助を行
いました。
支給実績人数：729人

補助対象生徒の範囲を拡大し、通信制課程も補
助対象とします。
補助対象生徒1人につき年額25,000円以内の補
助を行い、公・私立間における保護者の経済的
負担の格差是正を図ります。

学校教育課 55

４－５
経済的
負担の
軽減

妊娠から出産までに係る費用の負担
軽減を図り、安心して子どもを産み育
てることができる環境を整備します。

市町村民税非課税世帯等が受ける
援助活動に対し、利用料の一部を補
助し、経済的な負担の軽減を図りま
す。

不妊に悩む夫婦に対し、不妊治療費
用の一部を助成し、経済的な負担の
軽減を図ります。

私立高等学校などに通う生徒の保護
者に対して、授業料の補助を行い、
公・私立間における保護者の経済的
負担の格差是正を図ります。
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資料１

第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画進捗管理シート
「第４章　施策の展開」 コロナ禍の影響によるもの

基本目標５　子どもがのびのびと育つ教育環境づくり 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁

1
体験活動等の
推進

実施校
（校）

21 21 21 21
ボランティア活動、福祉体験活動等を全小中学
校で実施しました。

ボランティア活動、福祉体験活動等を全小中学
校で実施します。

学校教育課 56

2
職場体験学習
の実施

実施校
（校）

6 0 6 6
コロナウイルス感染拡大防止のため、職場体験
学習を中止しました。各校において、事業所の方
を学校へ招き、職業学習会を実施しました。

全中学校において幅広い職業選択ができるよう
職場体験学習を計画し、3日間の体験期間を設
けて実施します。

学校教育課 56

3
心の教育の充
実

読書週間
の設定校

（校）
21 21 21 21

心の教育推進活動を年間2回設定し、心の教育
の充実を図ります。各小中学校で豊かな体験や
家庭・地域との連携に基づく活動を創造し、展開
しました。

心の教育推進活動を年間2回設定し、心の教育
の充実を図ります。各小中学校で豊かな体験や
家庭・地域との連携に基づく活動を創造し、展開
していきます。

学校教育課 56

4
異年齢児との
交流機会の充
実

幼稚園と
の交流校

（校）
21 0 21 21

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中
止しました。

小学校では、生活科や総合的な学習の時間の
授業として幼稚園児を学校に招いて交流する。
中学校では、家庭科の授業として幼稚園を訪問
し、交流します。

学校教育課 56

5
思春期保健対
策の充実

実施校
（校）

21 21 21 21

保健の学習では、小学校４年生「育ちゆく体とわ
たし」、中学１年生で「心身の機能の発達と心の
健康」において、思春期における心身面の変化
や正しい理解、適切な行動の仕方について学習
しました。また、学校行事の事前指導等において
も、適切に思春期における保健指導を随時取り
扱いました。

保健の学習では、小学校４年生「育ちゆく体とわ
たし」、中学１年生で「心身の機能の発達と心の
健康」において、思春期における心身面の変化
や正しい理解、適切な行動の仕方について学習
します。また、学校行事の事前指導等において
も、適切に思春期における保健指導を随時取り
扱います。

学校教育課 56

6
保育実習の実
施

実施校
（校）

6 0 6 6
コロナウイルス感染拡大防止のため、保育実習
を中止しました。

中学校3年生が幼稚園・保育園で保育実習を行
い、育児体験を行います。

学校教育課 56

1
スクールカウン
セラー等相談
体制の充実

相談件数
（件）

4,196 9,530 4,300 4,500

・スクールカウンセラーを中学校は各校に配置
し、小学校は市内小学校を4つのグループに分
けて巡回方式で配置しました。（県事業）
・スクール・ほっと・アシスタントを全6中学校に
1,530時間配置しました。
・心の教室相談員を中学校6校に680時間、心の
ケア相談員を小学校1校に360時間配置しまし
た。

・スクールカウンセラーを中学校は各校に配置
し、小学校は市内小学校を4つのグループに分
けて巡回方式で配置します。（県事業）
・スクール・ほっと・アシスタントを全6中学校に
1,530時間配置します。
・心の教室相談員を中学校6校に680時間、心の
ケア相談員を小学校1校に360時間配置します。

学校教育課 57

５－２
子どもに
寄り添っ
た支援
の充実

スクールカウンセラー、スクール・ほっ
と・アシスタント、心の教室相談員、心
のケア相談員を小中学校に配置し、
児童生徒からの相談のほか、保護者
や教職員の相談に応じます。

施　　　策 内　　　容

５－１
生きる力
を育てる
学校教
育の推
進

豊かな人間性を育むため、ボランティ
ア活動、自然体験、福祉体験などの
様々な体験活動の充実に取り組みま
す。

中学生を対象に、生徒の希望に沿っ
て職場体験学習を行います。

読書活動、人権教育、動植物の飼
育・栽培等を通して、心の教育の充実
を図ります。

授業、行事、体験活動などの中で、児
童生徒と園児との交流機会の充実を
図ります。

保健の授業などを通して、体の仕組
みや性感染症の理解を深めます。自
分の身体を大切にすること、他者を尊
重すること、喫煙や薬物などの心身
への悪影響等について学ぶ機会を設
けます。

中学校3年生全生徒を対象に、自分
の成長過程を振り返り、異世代を知る
重要性を学ぶ保育実習を実施しま
す。

コロナ禍以外による大幅な増減
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資料１

基本目標５　子どもがのびのびと育つ教育環境づくり 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

2
いじめ対策の
推進

継続実施 継続 継続 継続 継続

・各学校で毎月全校での「特別支援教育、いじ
め・不登校対策委員会」を実施しました。
・各校で「いじめ対策カウンセリング研修会」を実
施しました。
・いじめを含む学校生活に関するアンケートを年
間3回以上実施しました。
・「刈谷市いじめ問題対策連絡協議会」「刈谷市
いじめ問題対策委員会」を設置し、いじめの防
止、いじめの早期発見及びいじめへの対処に関
係する機関及び団体の連携を図りました。

・各学校で毎月全校での「特別支援教育、いじ
め・不登校対策委員会」を実施します。
・各校で「いじめ対策カウンセリング研修会」を実
施します。
・いじめを含む学校生活に関するアンケートを年
間3回以上実施します。
・「刈谷市いじめ問題対策連絡協議会」「刈谷市
いじめ問題対策委員会」を設置し、いじめの防
止、いじめの早期発見及びいじめへの対処に関
係する機関及び団体の連携を図ります。

学校教育課 57

3
不登校児童生
徒への対応

研修会実
施校（校）

22 22 22 22

・各校で「いじめ対策カウンセリング研修会」を実
施しました。
・いじめ不登校適応指導調査協力者会議主催の
教育講演会は新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため中止としました。
・すこやか教室や子ども相談センターを紹介する
リーフレットを作成しました。
・すこやか教室指導員による各学校への学校訪
問を月1回程度実施しました。

・各校で「いじめ対策カウンセリング研修会」を実
施します。
・いじめ不登校適応指導調査協力者会議主催の
教育講演会を実施します。
・すこやか教室や子ども相談センターを紹介する
リーフレットを作成します。
・すこやか教室指導員による各学校への学校訪
問を月1回程度実施します。

学校教育課 57

1
学校評議員制
度の運営支援

学校評議
員設置校

（校）
21 21 21 21

全小中学校で、学校評議員会を開催し、学校運
営について意見を伺いました。

全小中学校で、学校評議員会を開催し、学校運
営について意見を伺います。

学校教育課 57

2
地域住民によ
る教科支援

ボランティ
ア参加校

（校）
15 9 15 15

新型コロナウイルス感染症予防のため、一部の
学校でのみ実施しました。

全小学校でボランティアとして、読み聞かせに参
加していただきます。

学校教育課 57

3
地域講師の活
用

地域講師
活用校
（校）

21 15 21 21
新型コロナウイルス感染症予防のため、一部の
学校でのみ実施しました。

総合的な学習の時間に一芸に秀でた地域の方
を講師に招き授業の支援をしていただきます。

学校教育課 57

4
学校のホーム
ページの運営

ホームペー
ジ開設校

（校）
22 22 22 22

各学校の児童生徒の活躍を記事にしたり、学校
の行事予定を掲載したりするなど、ホームページ
担当者を中心に積極的な更新に取り組みまし
た。

各学校の児童生徒の活躍を記事にしたり、学校
の行事予定を掲載したりするなど、ホームページ
担当者を中心に積極的な更新に取り組みます。

学校教育課 58

5
生活指導懇談
会の開催

継続実施 継続 継続 継続 継続
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、書
面等により児童生徒の見守りなどについて意見
交換を行いました。

地域全体での児童生徒の見守りを促進するた
め、市内６中学校で生活指導懇談会を開催しま
す。

生涯学習課 58

6
家庭教育地域
推進事業の充
実

継続実施 継続 継続 継続 継続

東刈谷小学校区家庭教育地域推進協議会により、
次の催物等を実施し、家庭や地域の教育力の向上を
図りました。　参加人数：延べ1,380人
・心肺蘇生法、AEDの使い方　　・あいさつ交通安全
運動　　・アルミ缶・ペットボトルキャップ回収
・卒業生へのバルーンアート　他

富士松東小学校区家庭教育地域推進協議会に
より親子のふれあい活動等の催物を実施し、家
庭や地域の教育力の向上を図ります。

生涯学習課 58

５－２
子どもに
寄り添っ
た支援
の充実

各学校における特別支援教育、いじ
め・不登校対策委員会の開催や、児
童生徒に対するアンケート調査の実
施により、学校全体でいじめ対策に取
り組み、いじめの早期発見・解決につ
なげます。

刈谷市いじめ・不登校児童生徒適応
指導調査協力者会議による情報交換
や、各学校における特別支援教育、
いじめ・不登校対策委員会の開催、
北・中・南部すこやか教室における相
談、家庭訪問などにより、不登校児童
生徒の学校復帰を支援します。

５－３
開かれ
た学校
づくりの
推進

保護者や地域住民などの意向を把握
し、開かれた学校運営を推進する学
校評議員制度を支援します。

小中学校において、ボランティアによ
る読み聞かせなどの教科支援を行い
ます。

小中学校の総合的な学習の時間など
に、地域の方を講師に招き、特徴の
ある授業を行います。

各学校のホームページを適宜更新
し、学校から地域に向けて、情報を発
信します。

中学校区別に生活指導懇談会を開催
し、児童生徒の見守りなどについて意
見交換を行うことにより、地域の見守
り活動の促進につなげます。

学校、家庭、地域が連携して、子ども
を生み育てる社会環境づくりを推進す
るため、家庭教育地域推進事業など
を実施します。

19



資料１

基本目標５　子どもがのびのびと育つ教育環境づくり 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

1
科学体験によ
る学びの場の
提供

入館者数
（人）

216,321 94,831 232,000 232,000

子ども達へ科学の楽しさを体験してもらうため、
普段学校ではできないような科学実験やサイエ
ンスショーを開催しました。
（【ラボ実験講座】土・日・祝・学校等の長期休み
期間　1日4～13講座程度、【サイエンスショー】
土・日・祝・学校等の長期休み期間　1日3回、
【簡単工作】毎日2種類）

子ども達へ科学の楽しさを体験してもらうため、
普段学校ではできないような科学実験やサイエ
ンスショーを開催します。
また、大学等の外部団体との連携を図り、魅力
ある講演会や講座などを開催します。

子育て推進課 58

2
子ども向けの
体験の推進

継続実施 継続 継続 継続 継続

【文化観光課】
歴史博物館：展覧会 2回開催、簡単工作体験
参加人数1,172人、歴史体験講座 10回開催を開
催しました。
郷土資料館：工作イベント（月2回程度の土曜
日）、はた織り体験（土日祝日毎）を開催しまし
た。
美術館：展覧会及び夏・年度末にワークショップ
プログラムを開催しました。8回
【生涯学習課】
総合文化センター　ホール事業関連ワークショッ
プ　4回

【文化観光課】
歴史博物館：展覧会及び簡単工作体験、歴史体
験講座など、歴史文化を体験できる様々な機会
を提供します。
郷土資料館：工作イベント（月２回程度の土曜
日）、はた織り体験（土日祝日毎）を開催します。
美術館：展覧会及び夏・年度末にワークショップ
プログラムを開催します。10回
【生涯学習課】
生涯学習センターにおいて、子どもたちが自然
や文化、芸術等を体験できる様々な機会を提供
します。
総合文化センターにおいて、ホール事業関連の
ワークショップを開催します。

文化観光課

生涯学習課
58

3
親子向けの学
習・体験の推進

参加者数
（人）

63 0 100 150
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中
止しました。

「親子で作ろう！エコ料理講座」９月中旬実施　参加
者数：30人程度
「親子で川の生きもの調査～逢妻川を調べよう」7月
下旬実施　参加者数：50人程度

環境推進課 58

4
子ども会活動
の支援

継続実施 継続 継続 継続 継続

刈谷市子ども会育成連絡協議会の下で活動して
いる71の単位子ども会に補助金の交付を行いま
した。また、刈谷市子ども会育成連絡協議会の
事務局として活動の補助を行い、子ども会活動
の支援をしました。

引き続き、刈谷市子ども会育成連絡協議会の下
で活動している単位子ども会に補助金の交付を
行います。また、刈谷市子ども会育成連絡協議
会の事務局を担当し、活動の補助を行ったり、関
係機関との調整・連携を図り、子ども会活動の支
援を行います。

子育て推進課 58

5
ジュニアリー
ダーの育成支
援

派遣件数
（件）

15 0 15 15
新型コロナの影響により、派遣の依頼はありま
せんでした。

刈谷市ジュニアリーダーの事務局を担当し、ジュ
ニアリーダーの募集や派遣活動のサポートを行
い、地域ボランティア活動を支援します。また、春
合宿等の各種研修活動のサポートを行うことで、
ジュニアリーダーの育成を支援します。

子育て推進課 58

6
世代間のふれ
あいの場の提
供

来園者数
（人）

1,185,406 824,756 1,350,000 1,350,000
来園者の安全対策のため大型遊具等の整備点
検等を適切に行うとともに、安全性向上のため
の設備改修工事を行いました。

来園者の安全対策のため大型遊具等の整備点
検等や施設の適正な管理運営を行います。

子育て推進課 58

５－４
地域で
多様な
経験や
価値観
を学ぶ
場づくり

夢と学びの科学体験館において、科
学遊びや科学体験を楽しんだり、刈
谷のものづくりについて学ぶことによ
り、未来を担う子どもたちの夢と学び
の心を育みます。

市民センター、生涯学習センター、美
術館など公共施設において、子どもた
ちが文化・自然、芸術などを体験でき
る様々な機会を提供します。

親子向けの工作教室、料理教室、環
境講座など、親子で参加できる様々
な学習や体験の場を提供します。

活動の場の提供、活動の参考となる
情報提供などを通じ、子ども会の活動
を支援します。

中学生・高校生のジュニアリーダーの
育成を支援し、子ども会など地域の活
動に派遣します。

交通児童遊園において、大人から子
どもまで楽しめる大型遊具等の設備
の充実を図ることにより、世代間のふ
れあいの場を提供します。
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資料１

第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画進捗管理シート
「第４章　施策の展開」 コロナ禍の影響によるもの

基本目標６　子どもにやさしいまちづくり 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁

1

公共空間・設備
におけるユニ
バーサルデザ
インの導入

継続実施 継続 継続 継続 継続

【子ども課】
ユニバーサルデザインに基づいた東刈谷保育
園大規模改造工事実施設計委託及び住吉幼稚
園移転新築工事を完了しました。
【文化観光課】
歴史博物館：授乳室、多機能トイレ（おむつ交換
スペース）の維持管理を行いました。
郷土資料館：多機能トイレ（おむつ交換スペー
ス）の維持管理を行いました。
美術館：コロナの影響により、授乳スペースを設
置できませんでした。（ヒグチユウコ展）
野口哲哉展は開催を延期しました。
【生涯学習課】ホール事業開催時の託児サービ
ス　9回

【子ども課】
慈友保育園大規模改造工事において、ユニ
バーサルデザインに基づいた工事を行います。
【文化観光課】
歴史博物館：授乳室、多機能トイレ（おむつ交換
スペース）の維持管理を行います。
郷土資料館：多機能トイレ（おむつ交換スペー
ス）の維持管理を行います。
美術館：有料企画展開催時に授乳スペースを設
置します。2回（ミロコマチコ展、野口哲哉展）
【生涯学習課】
総合文化センターにおいて、ホール事業開催時
における託児サービスを実施します。
各施設において、多機能トイレ（おむつ交換ス
ペース）、授乳スペース（各施設によって要相
談）の維持管理を行うとともに、適切に周知し、
利用者にとって使いやすい環境作りを行いま
す。
中央図書館に授乳室を設置します。

子ども課

文化観光課

生涯学習課

59

2
刈谷市交通バ
リアフリー基本
構想の推進

整備率（％）
（＝整備延
長（ｍ）÷計
画延長（ｍ）

77.6 81.5 95.6 95.6
刈谷駅周辺の重点整備地区における生活関連
経路（基幹軸）のうち（都）刈谷環状線南側歩道
（177ｍ）の整備を行いました。

刈谷駅周辺の重点整備地区における生活関連
経路（基幹軸）のうち（都）刈谷環状線南側歩道
（125ｍ）の整備を行います。

道路建設課

都市交通課
59

3
人にやさしい街
づくりの推進

継続実施 継続 継続 継続 継続
人にやさしい街づくりの推進に関する条例第11
条により、特定施設の新築等による、届出書の
受付を行いました。

県が主体となって実施している、愛知県の「人に
やさしい街づくりの推進に関する条例」の届出書
受付、適合証交付請求業務を行います。

建築課 59

1
安全教育の充
実

人口
1,000人
当たりの
子どもの
死傷者数

（人）

0.3 0.1 0.2 0.2

市内全幼稚園・保育園児を対象に交通安全教
室を、市内全小学校4年生を対象に自転車の安
全な乗り方教室、小学校1年生を対象とした歩行
訓練を行い、繰り返し交通安全教室を開催しまし
た。
また、年4回ある交通安全運動期間や安全なま
ちづくり運動期間中には、警察や関係団体と協
力して交通安全及び防犯に関する啓発活動を行
いました。

市内全幼児園・保育園児を対象に交通安全教
室を、市内全小学校4年生を対象に自転車の安
全な乗り方教室、また1年生を対象に歩行教室
を開催し、子どもたちの交通安全教育を行いま
す。
また、交通安全運動期間や安全なまちづくり運
動期間中は、警察や関係団体と協力して交通安
全及び防犯に関する啓発活動を行います。

くらし安心課 59

2
通学路の安全
点検

安全点検
件数(件) 73 102 62 55

小中学校等から要望のあった危険箇所102箇所
を点検し、対策の必要性が高い44箇所を選定し
ました。
危険箇所については、小中学校、刈谷警察署及
び愛知県等の関係機関の代表者を委員とする
「刈谷市通学路交通安全対策連絡協議会」を年
2回開催し、対策の必要性を協議し、また、過去2
年間に対策を講じた箇所の効果を検証しまし
た。

通学路の危険箇所に対して、学校の要望に即し
た形で改善を行います。
過去2年間に対策を講じた箇所について、その
効果を検証していきます。

教育総務課 59

施　　　策 内　　　容

６－１
子育てを
支援す
る都市
環境の
整備

公共空間や設備において、ユニバー
サルデザインの導入を図ります。特
に、公共施設には、授乳スペース、お
むつ交換スペース、多機能トイレ、託
児ルーム等の整備を図ります。

「刈谷市バリアフリー基本構想」に基
づき、刈谷駅周辺の重点整備地区に
おける生活関連経路（基幹軸）の整備
を進めます。

愛知県の「人にやさしい街づくりの推
進に関する条例」に基づき、子どもと
子育て家庭にも配慮した都市環境の
整備を進めます。

６－２
安全・安
心なまち
づくり 警察、学校、保育園・認定こども園な

どと連絡を密にし、犯罪、交通事故を
防止する教育及び啓発を行います。

通学路の安全点検を実施し、歩道の
整備、カラー舗装、地下道への非常
用警報機の設置など危険箇所の改善
を行います。

コロナ禍以外による大幅な増減
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資料１

基本目標６　子どもにやさしいまちづくり 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

3
防犯灯・道路安
全灯の整備

犯罪や事故
への不安が
なく安心して
外出できる
と思う市民
の割合（％）

62 65 63 64
夜間の防犯や交差点等における交通安全のた
め防犯灯及び道路安全灯を設置しました。

夜間の防犯や交差点等における交通安全のた
め、防犯灯及び道路安全灯を設置します。

くらし安心課 59

4
子ども110 番の
家との連携

継続実施 継続 継続 継続 継続

警察と連携し、登下校時などに子どもが不審者
にあった時に駆け込むことができる家について、
子どもたちに周知しました。また、小中学校ごと
に安全マップの作成に取り組みました。

警察と連携し、登下校時などに子どもが不審者
にあった時に駆け込むことができる家について、
子どもたちに周知します。また、小中学校ごとに
安全マップの作成に取り組みます。

学校教育課 59

5
防犯訓練等の
実施

継続実施 継続 継続 継続 継続

【子ども課】
保育園・認定こども園において、様々な場面を想
定して、年に2回以上不審者侵入時の対応等に
ついて防犯訓練を実施しました。
【学校教育課】
・小学校1年生全員に防犯ブザーを配付しまし
た。
・各学校で年1回以上、不審者対応の防犯訓練
を実施しました。

【子ども課】
保育園・認定こども園において、年に2回以上不
審者侵入時の対応等について防犯訓練を実施
し、非常時に適切な対応ができるようにします。
【学校教育課】
・小学校1年生全員に防犯ブザーを配付します。
・各学校で年1回以上、不審者対応の防犯訓練
を実施します。

子ども課

学校教育課
60

6
地域の防犯情
報の共有

継続実施 継続 継続 継続 継続

【子ども課】
小中学校・保育園・認定こども園・地域安全パト
ロール隊等と情報共有し、園内で子どもたちの
安全確保に努めました。また、保護者にも情報
提供をし、登降園時や家庭でも安全確保に努め
てもらうように啓発しました。
【学校教育課】
・各学校でスクールガードを組織し、市内で3名
のスクールガードリーダーがその指導にあたりま
した。
・不審者に関しての情報を学校安全緊急情報共
有化広域ネットワークを活用して共有しました。
・不審者情報等、必要に応じて「刈谷市メール配
信サービス」を利用して情報提供しました。

【子ども課】
小中学校、保育園・認定こども園の情報交換を
密にするとともに、地域安全パトロール隊との連
携を図ります。また、学校安全緊急情報共有化
広域ネットワークを活用し、不審者などの情報を
共有し、防犯に努めるとともに、刈谷市防犯メー
ルにより、保護者などへの情報提供を実施しま
す。
【学校教育課】
・各学校でスクールガードを組織し、市内で3名
のスクールガードリーダーがその指導にあたり
ます。
・不審者に関しての情報を学校安全緊急情報共
有化広域ネットワークを活用して共有します。
・不審者情報等、必要に応じて「刈谷市メール配
信サービス」を利用して情報提供します。

子ども課

学校教育課
60

7
健やかに育む
環境づくりの推
進

継続実施 継続 継続 継続 継続

街頭補導を行い、声かけ指導や有害環境等の発見
に努めました。
（補導実施延べ日数370日、補導従事者延べ人数941
人、声かけ指導件数88件、有害環境発見件数0件）

年間を通して街頭補導を実施し、有害環境の浄
化に努めます。

生涯学習課 60

8
チャイルドシー
トの貸出

チャイルド
シート貸出
回数（回）

204 147 220 230

お孫さんの帰省などで一時的にチャイルドシート
やベビーシート、ジュニアシートが必要な方に、
市役所及び市民センターにおいて貸し出しを行
いました。

お孫さんの帰省などで一時的にチャイルドシート
やベビーシート、ジュニアシートが必要な方に、
市役所及び市民センターにおいて貸し出しを行
います。

くらし安心課 60

６－２
安全・安
心なまち
づくり

夜間の防犯や交通安全を確保するた
め、防犯灯・道路安全灯を設置しま
す。

警察と連携し、登下校時などに子ども
が不審者に遭った時に駆け込むこと
ができる、子ども110番の家について
周知を図ります。

小中学校、保育園・認定こども園にお
いて、不審者侵入時の対応などにつ
いて防犯訓練を実施します。また、小
中学校の全児童生徒に防犯ブザーを
配布します。

小中学校、保育園・認定こども園の情
報交換を密にするとともに、地域安全
パトロール隊との連携を図ります。ま
た、学校安全緊急情報共有化広域
ネットワークを活用し、不審者などの
情報を共有し、防犯に努めるととも
に、刈谷市防犯メールにより、保護者
などへの情報提供を実施します。

「愛知県青少年保護育成条例」に基
づき、有害環境から青少年を保護す
るとともに、街頭補導により、青少年
の非行防止に努めます。

緊急かつ一時的に自分の家庭外の
乳幼児を乗せるため、チャイルドシー
トの貸し出しを行います。
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資料１

基本目標６　子どもにやさしいまちづくり 頁―「第2期刈谷市子ども・子育て支援事業計画」の中での頁数

基本施策 指標項目 R元実績 Ｒ２実績 R４目標 R６目標 実績詳細（R２年度） 計画（Ｒ３年度） 担当課 頁施　　　策 内　　　容

1 公園等の整備

公園や緑
地が充実し
ていると思
う市民の割

合（％）

66 72 80 80
・亀城公園について、発掘調査を実施しました。
・岩ケ池公園について、用地買収を実施しまし
た。

・亀城公園について、実施設計に向けて構造や
工法の検討を実施予定です。
・岩ケ池公園について、横断歩道橋の整備を実
施予定です。

公園緑地課 60

2
公園等の維持
管理

公園や緑
地が充実し
ていると思
う市民の割

合（％）

66 72 80 80

公園・児童遊園について、2回/月の頻度で巡視
点検を実施しました。
遊具については、専門業者による1回/年の安全
点検を実施しました。
砂場の消毒清掃を夏期と冬季に1回ずつ実施し
ました。
園内の樹木について、随時剪定を実施しました。

公園・児童遊園について、2回/月の頻度で巡視
点検を実施します。
遊具については、専門業者による1回/年の安全
点検を実施します。
砂場の消毒清掃を夏期と冬季に1回ずつ実施し
ます。
園内の樹木について、随時剪定を実施します。
便所清掃について、従来の月２回の清掃と週３
回の点検簡易清掃から拡充し週３回の日常点
検清掃と年４回の定期清掃を実施します。

公園緑地課 60

3
住民参加型の
公園づくり

公園や緑
地が充実し
ていると思
う市民の割

合（％）

66 72 80 80
住民参加型の公園づくりの実施に向けて、各関
係機関と調整を実施しました。

住民参加型の公園づくりの実施に向けて、各関
係機関と調整します。

公園緑地課 60

６－３
遊び場
の確保 快適で魅力あるまちづくりを推進する

ため、新しい公園の整備や既存公園
の再整備を計画的に進めます。

快適な公園環境の維持と、安全と安
心の確保のため、遊具の点検、砂場
の清掃、樹木管理等を実施します。

誰もが快適に利用できる魅力ある公
園を整備するため、地区住民に設計
段階から参加を促し、管理運営等に
住民の協力を得るなど、住民に愛さ
れる公園づくりに取り組みます。
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